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主な内容
● 特集 新消防庁舎  運用開始   2～3ページ
● 特集 平成 27年度　決算報告   4～7ページ
● 特集 人権を考える Part1　8～9ページ
● くらしの情報  12ページ～
　・長門市職員採用試験受験者募集　・身体障害者を対象とした長門市非常勤職員募集　・年末年始の業務
　・秋の叙勲　・平成29年度児童クラブ（学童保育）入会者募集　・健康づくりポイント応募受付開始
　・新しい民生委員・児童委員が決定　・長門市応急診療所コラム　・こころの健康づくり講座

ミニ歌舞伎に挑戦！／第48回俵山地区民文化産業祭
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新
消
防
庁
舎
の
特
徴

　

新
消
防
庁
舎
は
、
地
震
・
津
波
災

害
を
想
定
し
て
耐
震
構
造
と
し
、
通

信
指
令
室
に
は
床
免
震
装
置
を
採
用

す
る
こ
と
で
、
大
地
震
後
も
災
害
対

応
が
可
能
で
す
。
自
家
発
電
設
備
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

環
境
に
も
や
さ
し
く
、
災
害
に
強
い

庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
機
能
消
防
通
信
指
令
装
置

　

新
消
防
庁
舎
に
は
新
し
い
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、「
高
機
能
消
防
通
信
指

令
装
置
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
最
先
端
の
技

術
を
駆
使
し
、
119
番
通
報
を
受
信
す

る
と
通
報
場
所
が
表
示
さ
れ
る
こ
と

で
す
ば
や
く
災
害
地
点
を
特
定
し
、

出
動
隊
編
成
か
ら
出
動
指
令
ま
で
の

一
連
の
処
理
を
自
動
的
に
行
う
こ
と

が
可
能
で
す
。
災
害
出
動
車
両
に
設

置
さ
れ
た
端
末
機
器
を
通
じ
て
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
場
と

の
連
携
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
に
運
用
開
始

し
た
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
合
わ
せ
、
暗
号
化
で
の
通
信
の
た

め
秘
匿と

く

性
が
向
上
し
、
個
人
情
報
の

保
護
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
い
か

な
る
状
況
下
で
も
確
実
に
つ
な
が
る

通
信
手
段
で
、
迅
速
・
的
確
な
消
防
、

救
急
、
救
助
活
動
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

主
・
副
訓
練
塔
の
整
備

　

複
雑
多
様
化
す
る
各
種
災
害
に
対

応
す
る
た
め
の
訓
練
施
設
を
は
じ

め
、
防
火
管
理
講
習
な
ど
が
で
き
る

よ
う
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
屋
内
消
火

栓
、
避
難
器
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
塔
で
は
消
防
職
員
の

体
力
錬
成
や
消
防
救
助
技
術
大
会
に

向
け
た
練
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

消
防
職
員
の
体
力
・
技
能
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
門
市
消
防
本
部

　

℡
22
‐
５
２
９
４

　

平
成
26
年
度
か
ら
着
手
し
て
き
た
消
防
庁
舎
の
建
築
工
事
は
順
調
に
推
移
し
、
11
月
末
に

完
成
、
12
月
５
日
（月）
か
ら
一
部
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
今
後
、
旧
庁
舎
の
解
体
・
外
構
工
事

に
着
手
し
、
竣
工
は
平
成
29
年
７
月
の
予
定
で
す
。

　

新
庁
舎
完
成
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
の
安
心
・
安
全
の
拠
点

新
消
防
庁
舎 

運
用
開
始

▲太陽光電池パネルで発電した電力を庁舎で使用

▲高機能消防通信指令装置を導入した通信指令室

▲会議や講習会で利用可能な講堂

▲緊急車両（消防車・救急車）14台を駐車できる車庫

▲ロープブリッジ渡過などの訓練を行える訓練塔

新消防庁舎の概要
施設名
階層・構造
延床面積
事業費（概算）
施設名
事業費

消防庁舎・副訓練塔
地上4階（RC造）
2,403.76㎡

消防庁舎・訓練塔（主・副）
約13億円

主訓練塔
地上5階（RC造）
224.27㎡

高機能消防通信指令装置
約 3億 3千万円

■新消防庁舎の概要
 ・消防庁舎／副訓練塔
　地上４階（RC造）
　延床面積2,403.76㎡
 ・主訓練塔
　地上５階（RC造）
　延床面積224.27㎡
■事業費（概算）
 ・ 消防庁舎／訓練塔（主・副）

　約13億円
 ・高機能消防通信指令装置

　約３億３千万円
旧庁舎解体工事のため
平成29年 7月までは
市役所南側駐車場を
利用してください
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労働費
1,799 万円
　  （0.1％）

  災害復旧費
1億 2,861 万円
　  （0.6％）

　  民生費
57億2,270 万円
　（27.2％）

　   公債費
30億2,288 万円
　（14.4％）

　  総務費
28億6,851 万円
　（13.6％）

   　教育費
18億2,895 万円
　 （8.7％）

   　衛生費
14億8,069 万円
　  （7.0％）

 農林水産業費
18億7,925 万円
　  （8.9％）

   　土木費
17億2,969 万円
　  （8.2％）

    消防費
10億2,251 万円
　 （4.9％）

   商工費
7億7,206 万円
　 （3.7％）

   　議会費
1億7,758 万円
　  （0.8％）

歳出総額
210億
6,183 万円

　諸支出金
4億 1,040 万円
　  （1.9％）

投資的経費
   15.6％

義務的経費
 45.8％

その他
38.6％

人件費
16.9％

扶助費
14.6％

公債費
14.3％

普通建設事業費
　　15.0％災害復旧費

　 0.6％

物件費
12.6％

繰出金
13.7％

その他
12.3％

歳入総額
218億
7,915 万円

使用料及び手数料
  4 億9,129 万円

繰越金
  6 億4,397 万円

分担金及び負担金
     1億6,395 万円
財産収入

  5,518 万円
繰入金

255万円
寄附金

4,785 万円

地方消費税交付金
  6 億8,157 万円

地方譲与税
  1 億9,632 万円

自動車取得税交付金
       4,558 万円

地方特例交付金
998万円

利子割交付金
898万円

配当割交付金
1,944 万円

株式等譲渡所得割
1,901 万円

ゴルフ場利用税交付金
754万円

交通安全対策特別交付金
449万円

　　依存財源
　　162億7,145 万円
　　　（74.3％）

市税
36億3,121 万円
（16.6％）

諸収入
5億7,170 万円
（2.6％）

その他
14億  479 万円
    （6.5％）

　地方交付税
92億8,338 万円
　（42.4％）

　　市　債
21億  870 万円
 　 （9.6％）

　 県支出金
16億 162 万円
　　（7.3％）

　国庫支出金
22億8,484 万円
　（10.4％）

　　その他
9億9,291 万円
   　（4.6％）

自主財源
56億  770 万円
     （25.7％）

   農林水
産業費    5 万2,014 円

   土木費    4 万 7,874 円

   消防費    2 万8,301 円

   商工費    2 万1,369 円

   議会費    4,915 円

   その他    1 万 4,919 円

   民生費    15 万8,392 円

   公債費    8 万3,667 円

   総務費    7 万9,394 円

   衛生費    4 万  982 円

   教育費    5 万  621 円

  労働費   498 円

   ※平成28年1月1日現在の住民基本台帳の
　　人口36,130 人から算出

 ※１に近いほど裕福

86

87

88

89

90

91

92

93

財政力指数とは、地方公共団体の財政上の体力を示すも
のです。これが「１」に近いほど裕福な財政といえます。
※財政力指数の国平均については、まだ公表されていな
いため前年度の数値になります。

経常収支比率とは、財政の弾力性を示すものです。この
比率が大きいほど硬直化した財政といえます。

実質公債費比率とは、市債などの返済金による財政負担の
程度を示すものです。高いほど財政が硬直化しています。
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（16.6％）

諸収入
5億7,170 万円
（2.6％）

その他
14億  479 万円
    （6.5％）

　地方交付税
92億8,338 万円
　（42.4％）

　　市　債
21億  870 万円
 　 （9.6％）

　 県支出金
16億 162 万円
　　（7.3％）

　国庫支出金
22億8,484 万円
　（10.4％）

　　その他
9億9,291 万円
   　（4.6％）

自主財源
56億  770 万円
     （25.7％）

   農林水
産業費    5 万2,014 円

   土木費    4 万 7,874 円

   消防費    2 万8,301 円

   商工費    2 万1,369 円

   議会費    4,915 円

   その他    1 万 4,919 円

   民生費    15 万8,392 円

   公債費    8 万3,667 円

   総務費    7 万9,394 円

   衛生費    4 万  982 円

   教育費    5 万  621 円

  労働費   498 円

   ※平成28年1月1日現在の住民基本台帳の
　　人口36,130 人から算出
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財政力指数とは、地方公共団体の財政上の体力を示すも
のです。これが「１」に近いほど裕福な財政といえます。
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いため前年度の数値になります。

経常収支比率とは、財政の弾力性を示すものです。この
比率が大きいほど硬直化した財政といえます。

実質公債費比率とは、市債などの返済金による財政負担の
程度を示すものです。高いほど財政が硬直化しています。
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長
門
市
の
平
成
27
年
度
の
決
算
が
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

が
納
め
た
税
金
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
く
ら
い
収
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、

長
門
市
の
財
政
状
況
を
平
成
27
年
度
の
決
算
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

長
門
市
の
会
計
に
は
、一
般
的
な
収
支
が
計

上
さ
れ
、
運
営
上
の
中
核
と
な
る
「
一
般
会

計
」、
特
別
な
事
業
を
行
う
た
め
の
収
支
を
一

般
会
計
と
は
別
に
計
上
す
る
「
特
別
会
計
」、

法
律
に
よ
っ
て
収
益
が
認
め
ら
れ
て
い
る
水

道
事
業
な
ど
の
「
公
営
企
業
会
計
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
で
は
、
歳
入

が
２
１
８
億
７
、
９
１
５
万
円
、
歳
出
が

２
１
０
億
６
、１
８
３
万
円
で
、
翌
年
度
に
繰

り
越
す
べ
き
財
源
１
億
３
、６
１
２
万
円
を
差

し
引
き
、
６
億
８
、１
２
０
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
対
前
年
度
比
で
は
、
歳
入

は
5.8
％
、
歳
出
は
6.7
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
ま

し
た
。

【
歳
入
】
市
債
発
行
額
が
減
少

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
、
36
億

３
、１
２
１
万
円
で
、
前
年
度
比
2.2
％
の
減
、

歳
入
全
体
の
42.4
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は

92
億
８
、３
３
８
万
円
で
、
合
併
算
定
替
の
縮

減
開
始
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
減
な
ど
の
影

響
を
受
け
て
前
年
度
比
1.3
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
債
は
小
学
校
改
築
事
業

な
ど
の
大
型
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
発
行
額

が
21
億
８
７
０
万
円
と
前
年
度
比
21.8
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
土
地
開
発
基
金
繰
入
金

の
皆
減
に
よ
り
繰
入
金
が
減
少
し
た
こ
と
や
、 

先
述
の
市
債
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

13
億
３
、６
６
３
万
円
（
5.8
％
）
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
税
や
使
用
料
な
ど
、
長
門
市
が
自
主
的

に
調
達
で
き
る
収
入
を
「
自
主
財
源
」
と
呼

び
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
や
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
や
借
入
金
を
「
依
存
財
源
」

と
呼
び
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
歳
入
で
は
、

自
主
財
源
が
全
体
の
25.7
％
で
、
そ
の
割
合
は

前
年
度
よ
り
1.3
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】
大
型
事
業
完
了
に
よ
り
決
算
額
減
少

　

歳
出
は
前
年
度
に
比
べ
て
15
億
９
９
８
万

円
（
6.7
％
）
の
減
で
し
た
。
歳
出
の
ト
ッ
プ

は
民
生
費
57
億
２
、２
７
０
万
円
で
、
全
体
の

27.2
％
を
占
め
、
前
年
度
比
４
、８
４
８
万
円

（
0.8
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
多
い
の
が
市
の
借
金
の
返
済
に
当
た

る
公
債
費
で
、
30
億
２
、２
８
８
万
円
、
全
体

の
14.4
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
８
、０
４
６
万
円

（
2.6
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
３
番
目
に
多

い
の
は
総
務
費
で
28
億
６
、８
５
１
万
円
、
全

体
の
13.6
％
で
、
前
年
度
比
１
億
１
、２
４
１
万

円
（
4.1
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
衛
生
費
が
、
新
清
掃
工
場
の
完
成

に
よ
り
、
前
年
度
比
40.6
％
の
大
幅
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、
義
務
的

経
費
が
45.8
％
で
前
年
度
比
2.0
ポ
イ
ン
ト
の
増
、

投
資
的
経
費
が

15.6
％
で
前
年
度
比
1.9
ポ
イ
ン

ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■総務費
　市の全般的な事務事業のため
　の経費
■農林水産業費
　農林業の振興、漁港などの維
　持・整備、農業委員会の経費
■教育費
　小・中学校の教育、文化・ス
　ポーツ振興などの経費
■衛生費
　各種検診、環境対策、ごみ処
　理などの経費
■消防費
　消防に関する経費
■土木費
　道路・公園・市営住宅などの
　維持・整備の経費
■商工費
　商工業や観光振興のための
　経費
■議会費
　市議会運営のための経費

性質別歳出割合

用語解説
■義務的経費
　支出が義務づけられており、
　任意に削減できない経費
■投資的経費
　建物や道路の整備などの経
　費で、その支出の効果が長
　期にわたって持続するもの
■民生費
　児童・高齢者・障害者などの
　福祉に関する経費
■公債費
　事業を行うために借り入れ
　たお金の償還金

用語解説
■自主財源
　市税や市の施設の使用料な　
　ど市が自主的に収入できる
　お金
■依存財源
　地方交付税や国・県支出金　
　など国や県から市に入って
　くるお金

■市税
　市民の皆さんが納める税金
　や会社の法人市民税など
■地方交付税
　国の所得税、法人税、酒税
　などの一定割合を市の財政
　状況に応じて国から交付さ
　れるお金
■市債
　市が事業を行うために借り
　入れたお金

決
算
報
告

特集
平成27年度

一
般
会
計

歳入歳出

0 5 10 15 20

労働費
1,799 万円
　  （0.1％）

  災害復旧費
1億 2,861 万円
　  （0.6％）

　  民生費
57億2,270 万円
　（27.2％）

　   公債費
30億2,288 万円
　（14.4％）

　  総務費
28億6,851 万円
　（13.6％）

   　教育費
18億2,895 万円
　 （8.7％）

   　衛生費
14億8,069 万円
　  （7.0％）

 農林水産業費
18億7,925 万円
　  （8.9％）

   　土木費
17億2,969 万円
　  （8.2％）

    消防費
10億2,251 万円
　 （4.9％）

   商工費
7億7,206 万円
　 （3.7％）

   　議会費
1億7,758 万円
　  （0.8％）

歳出総額
210億
6,183 万円

　諸支出金
4億 1,040 万円
　  （1.9％）

投資的経費
   15.6％

義務的経費
 45.8％

その他
38.6％

人件費
16.9％

扶助費
14.6％

公債費
14.3％

普通建設事業費
　　15.0％災害復旧費

　 0.6％

物件費
12.6％

繰出金
13.7％

その他
12.3％

歳入総額
218億
7,915 万円

使用料及び手数料
  4 億9,129 万円

繰越金
  6 億4,397 万円

分担金及び負担金
     1億6,395 万円
財産収入

  5,518 万円
繰入金

255万円
寄附金

4,785 万円

地方消費税交付金
  6 億8,157 万円

地方譲与税
  1 億9,632 万円

自動車取得税交付金
       4,558 万円

地方特例交付金
998万円

利子割交付金
898万円

配当割交付金
1,944 万円

株式等譲渡所得割
1,901 万円

ゴルフ場利用税交付金
754万円

交通安全対策特別交付金
449万円

　　依存財源
　　162億7,145 万円
　　　（74.3％）

市税
36億3,121 万円
（16.6％）

諸収入
5億7,170 万円
（2.6％）

その他
14億  479 万円
    （6.5％）

　地方交付税
92億8,338 万円
　（42.4％）

　　市　債
21億  870 万円
 　 （9.6％）

　 県支出金
16億 162 万円
　　（7.3％）

　国庫支出金
22億8,484 万円
　（10.4％）

　　その他
9億9,291 万円
   　（4.6％）

自主財源
56億  770 万円
     （25.7％）

   農林水
産業費    5 万2,014 円

   土木費    4 万 7,874 円

   消防費    2 万8,301 円

   商工費    2 万1,369 円

   議会費    4,915 円

   その他    1 万 4,919 円

   民生費    15 万8,392 円

   公債費    8 万3,667 円

   総務費    7 万9,394 円

   衛生費    4 万  982 円

   教育費    5 万  621 円

  労働費   498 円

   ※平成28年1月1日現在の住民基本台帳の
　　人口36,130 人から算出
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財政力指数とは、地方公共団体の財政上の体力を示すも
のです。これが「１」に近いほど裕福な財政といえます。
※財政力指数の国平均については、まだ公表されていな
いため前年度の数値になります。

経常収支比率とは、財政の弾力性を示すものです。この
比率が大きいほど硬直化した財政といえます。

実質公債費比率とは、市債などの返済金による財政負担の
程度を示すものです。高いほど財政が硬直化しています。
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市税の内訳

税の種類 収入金額 収納率
（現年分）

　市民税 14 億 7,819 万円 98.9％

　固定資産税 17 億　636 万円 97.8％

　軽自動車税 9,630 万円 98.8％

　市たばこ税 2 億 3,119 万円 100.0％

　入湯税 3,354 万円 95.7％

　都市計画税 8,564 万円 97.0％

合　計 36 億 3,121 万円 98.4％
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経常収支比率とは、財政の弾力性を示すものです。この
比率が大きいほど硬直化した財政といえます。

実質公債費比率とは、市債などの返済金による財政負担の
程度を示すものです。高いほど財政が硬直化しています。

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

財政力指数

前年度
長門市
0.338

県平均
0.599

国平均
0.500

 ※小さいほどよい
経常収支比率

長門市
89.5

県平均
91.8

0

3

6

9

12

15
 ※小さいほどよい
実質公債費比率

％

％

長門市
10.5

県平均
8.7

長門市
0.334

前年度
長門市
92.0

前年度
長門市
12.1

国平均
7.4

国平均
90.0

　

平
成
27
年
度
長
門
市
一
般
会
計
の
決
算
規

模
は
、
大
型
事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
り
前
年
度

に
比
べ
て
大
き
く
縮
小
し
て
い
ま
す
が
、
決
算

内
容
は
、
地
方
財
政
状
況
の
把
握
の
た
め
に
統

一
的
に
構
成
さ
れ
た
普
通
会
計
分
析
な
ど
か

ら
判
断
し
て
、
比
較
的
良
好
な
状
況
に
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
福
祉
な
ど
の
民
生
費
の
占

め
る
割
合
が
最
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
っ
て
く
る

二
〇
二
五
年
問
題
な
ど
、
深
刻
に
し
て
避
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
課
題
も
控
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
入
面
で
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
を

成
す
市
税
が
伸
び
悩
む
中
で
、
歳
入
総
額
の
７

割
を
超
え
る
依
存
財
源
の
う
ち
、
過
半
を
占
め

る
地
方
交
付
税
の
縮
減
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
の
94
％
に
当
た
る
普
通
交
付

税
は
、
全
国
ど
の
地
域
で
も
一
定
の
行
政
水
準

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
地
方
公

共
団
体
間
の
財
源
の
偏
在
を
調
整
す
る
た
め

に
、
使
途
の
限
定
さ
れ
な
い
経
常
的
一
般
財
源

と
し
て
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

市
町
村
が
合
併
す
る
と
、
経
費
の
削
減
効
果

に
よ
り
普
通
交
付
税
の
減
額
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
き
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
で

は
、
合
併
前
の
水
準
が
10
年
間
は
据
え
置
か

れ
、
そ
の
後
の
５
年
間
で
段
階
的
に
縮
減
す
る

と
し
た
「
優
遇
措
置
」
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
の
普
通
交
付
税
は
、
縮
減

開
始
前
の
平
成
26
年
度
と
終
了
後
の
32
年
度

で
は
14
億
円
程
度
の
減
額
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
そ
の
影
響
は
10
月
に
発
表
さ
れ
た
「
中
期

財
政
見
通
し
」
の
中
で
も
、
各
年
度
の
基
金

残
高
の
目
減
り
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
３
月
の
１
市
３
町
の
合
併
か
ら

既
に
11
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
本
市
に
と

っ
て
こ
れ
か
ら
が
真
の
試
練
の
始
ま
り
で
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

長門市代表監査委員　鐘崎英二さん

【
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
】

　

特
別
会
計
は
、
特
別
の
事
業
を
行
う
場
合

に
、
特
定
の
収
入
（
例
え
ば
、
保
険
料
や
使
用

料
な
ど
）
を
も
っ
て
そ
の
事
業
に
あ
て
る
た

め
、一
般
会
計
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
、
経
理

上
そ
の
内
容
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
設
け
ら

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
は

上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

市
の
公
営
企
業
会
計
で
あ
る
水
道
事
業
会

計
の
決
算
は
、
広
報
な
が
と
６
月
号
の
「
財
政

状
況
報
告
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
の
指
標

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
を
適
正
に
運
営
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全
化
法
）

に
基
づ
き
、
長
門
市
の
財
政
健
全
度
を
判
断

す
る
４
つ
の
指
標
を
、
平
成
27
年
度
決
算
の

数
値
か
ら
公
表
し
ま
す
。
４
つ
の
指
標
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
額
が
標
準
財
政
規
模
に

　

占
め
る
割
合

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
だ
け
で
は
な
く
全
会
計
の
赤
字

　

額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合

③
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
借
入
金
の
返

　

済
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合

④
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
負
債

　

の
額
か
ら
、
基
金
な
ど
の
貯
金
を
差
し
引

　

い
た
額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合

　

財
政
健
全
化
法
で
は
、
こ
の
４
つ
の
指
標

に
よ
り
市
の
財
政
状
況
を
「
早
期
健
全
化
（
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」
と
「
財
政
再
生
（
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
）」
の
２
段
階
で
判
断
し
ま
す
。
平
成

27
年
度
決
算
か
ら
算
出
し
た
市
の
こ
れ
ら
の

指
標
は
、
健
全
財
政
の
範
囲
内
に
あ
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　

資
金
不
足
比
率
は
、
公
営
企
業
会
計
に
お

け
る
資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
占
め
る
割

合
を
表
し
て
い
ま
す
。
長
門
市
の
公
営
企
業

は
い
ず
れ
も
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

資
金
不
足
額
が
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え

る
と
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
自
主
的

な
経
営
健
全
化
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特別会計財産等

財政健全化指数

財政指数

2016.12.1 67

監査を終えて

特別会計決算

会計 歳入 うち一般会計
からの繰入金 歳出

国民健康保険事業 62 億    680 万円 4 億 7,728 万円 60 億    933 万円

公共下水道事業 18 億 3,912 万円 4 億 2,048 万円 9 億 9,404 万円

湯本温泉事業 8,945 万円 6,179 万円 8,945 万円

漁業集落排水事業 1 億    797 万円 8,123 万円 8,872 万円

農業集落排水事業 5 億 8,239 万円 4 億 3,793 万円 5 億 3,696 万円

介護保険事業 38 億 5,637 万円 5 億 2,838 万円 37 億 3,198 万円

電気通信事業 1 億 3,995 万円 3,453 万円 1 億 3,995 万円

後期高齢者医療事業 6 億 1,877 万円 2 億    263 万円 6 億    663 万円

財政健全化判断比率
長門市 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 該当なし 12.91％ 20.0％

②連結実質赤字比率 該当なし 17.91％ 30.0％

③実質公債費比率 10.5％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 34.2％ 350.0％ -

資金不足比率
資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 該当なし

20.0％

公共下水道事業特別会計 該当なし

湯本温泉事業特別会計 該当なし

漁業集落排水事業特別会計 該当なし

農業集落排水事業特別会計 該当なし
※水道事業会計以外は準公営企業会計です

市有財産の状況
土地 235 万㎡

建物 25 万㎡

山林 5,292 万㎡

出資金 2 億 5,672 万円

基金 70 億 9,663 万円

基金の残高
基金の種類 金額

財政調整基金 21億    163万円

減債基金 8,541万円

職員退職手当基金 5億4,917万円

地域福祉振興基金 2億5,859万円

ふるさと・水と土保全基金 417万円

観光施設等整備基金 321万円

子ども教育ゆめ基金 828万円

香月泰男美術館運営基金 1億3,020万円

国民健康保険基金 1億5,430万円

国民健康保険高額療養費資金貸付基金 1,187万円

介護給付費準備基金 1億7,427万円

県収入証紙調達基金 74万円

土地開発基金 2億    333万円

すこやかながとワクチン基金 35万円

地域活性化基金 24億1,109万円

長門市庁舎建設基金 10億         2万円

合　計 70億9,663万円

地方債残高
会計 金額

一般会計 230億3,789万円

公共下水道事業特別会計 46億    225万円

湯本温泉事業特別会計 8,845万円

漁業集落排水事業特別会計 3億8,752万円

農業集落排水事業特別会計 26億2,033万円

水道事業会計 35億7,302万円
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人
権
を
考
え
る

「
み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀 

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
」

「
人
権
」と
は

 

・
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利

 

・
人
が
人
ら
し
く
生
き
る
権
利

 

・
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
権
利

　

人
権
は
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
で
大
切
な

も
の
で
、
幸
せ
を
思
い
や
る
こ
と
に
よ
っ
て

日
々
守
ら
れ
て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。

主
な「
人
権
課
題
」

 

・
女
性
（
男
女
差
別
、
Ｄ
V
、
セ
ク
ハ
ラ
）

 

・
子
ど
も
（
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
）

 

・
高
齢
者
（
就
職
差
別
、
虐
待
）

 

・
障
害
者
（
乗
車
拒
否
、
入
居
拒
否
）

特 
集

人
権
侵
害
の
相
談
は

　

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
感
じ
た
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
左
記
の
窓
口
や
人
権
擁
護
委
員

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
４
７
８

■
み
ん
な
の
人
権
一
一
〇
番

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　
（
最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
）

■
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番

　

℡
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
窓
口

 

・
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　

h
ttp
://w

w
w
.m
oj.g
o.jp
/JIN

KEN
/

　
jin
ken
113.h

tm
l

 

・
携
帯
電
話
か
ら

　

h
ttp
://w

w
w
.jin
ken
.g
o
.jp
/

　

so
u
d
an
/m
o
b
ile/0

0
1
.h
tm
l Part1

山
口
県
人
権
推
進
指
針

《
基
本
理
念
》

　

す
べ
て
の
県
民
が
、
家
庭
、
地
域
、
職

場
、
学
校
、
施
設
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
場

に
お
い
て
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
人
格
が
尊
重
さ

れ
、
他
人
の
人
格
を
尊
重
し
て
自
由
で
平

等
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
生

命
（
い
の
ち
）
の
主
体
者
で
あ
る
と
い
う
、

人
間
尊
重
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

「
県
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

た
心
豊
か
な
地
域
社
会
」の
実
現
に
向
け
、

総
合
的
に
人
権
に
関
す
る
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》

じ
ゆ
う
（
自
由
）

　

だ
れ
も
が
、
人
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、   

自
由
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

び
ょ
う
ど
う
（
平
等
）

　

だ
れ
も
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
等
し

く
参
加
・
参
画
し
、
個
性
や
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。

い
の
ち
（
生
命
）

　

だ
れ
も
が
、
尊
い
生
命
の
主
体
者
と
し

て
大
切
に
さ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。

「
い
じ
め
」
は
人
権
侵
害

　

子
ど
も
に
も
一
人
の
人
間
と
し
て
、
生
命

や
身
体
の
安
全
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

家
族
や
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
自
由

に
成
長
し
て
い
く
権
利
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
社
会
人
と
し
て
幸
福
に
生
き
て
い
く
た

め
の
基
本
的
な
教
育
を
受
け
る
権
利
も
あ
り

ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
子
ど
も
間
で
の
互
い
の
衝
突

や
ふ
れ
あ
い
の
中
で
成
長
し
て
い
く
も
の
で

す
が
、
現
代
の
「
い
じ
め
」
は
そ
れ
を
逸
脱

し
、
い
じ
め
ら
れ
る
子
ど
も
の
人
権
を
侵
害

す
る
行
為
で
す
。

人
権
意
識
を
養
お
う

　
「
い
じ
め
」
の
根
底
に
は
他
人
に
対
す
る

思
い
や
り
、
い
た
わ
り
と
い
っ
た
人
権
意
識

の
希
薄
さ
が
あ
り
ま
す
。
他
人
の
弱
い
点
を

「
い
じ
め
」
の
口
実
に
す
る
の
で
は
な
く
、

思
い
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
い
じ
め
」
は
放
置
す
れ
ば
差
別
の
芽
と

も
な
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
お
り
、
差
別
を

な
く
す
た
め
に
も
、「
い
じ
め
」
を
な
く
す

た
め
に
も
、
お
互
い
の
異
な
る
点
を
個
性
と

し
て
尊
重
す
る
人
権
意
識
を
養
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

▲人権の花運動（上 : 明倫小学校、下 : 向陽小学校）

 

・
同
和
問
題
（
結
婚
差
別
、
差
別
発
言
）

 

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
（
就
職
や
結
婚
の
差
別
）

 

・
外
国
人
（
就
職
差
別
、
入
居
拒
否
）

 

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど

 

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
（
就
職
差
別
）

 

・
犯
罪
被
害
者
な
ど
（
中
傷
、
名
誉
棄
損
）

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

　
（
名
誉
棄
損
や
差
別
助
長
表
現
の
掲
載
）

 

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

 

・
ホ
ー
ム
レ
ス
（
嫌
が
ら
せ
や
暴
行
事
件
）

 

・
性
的
指
向
・
性
同
一
性
障
害
者

　
（
少
数
派
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
、
差
別
）

 

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題

　
（
原
発
事
故
に
よ
る
被
災
者
へ
の
差
別
）

■
人
権
擁
護
委
員
（
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
）

 

・
長
門
地
区　

笹
原
芳
正
、
南
野　

新
、

　
　
　
　
　
　

野
口
陽
子

 

・
三
隅
地
区　

藪
木
則
敏
、
田
中
裕
子

 

・
日
置
地
区　

山
崎
陽
子

 

・
油
谷
地
区　

西
中
正
夫
、
中
川
美
智
子

※
相
談
日
時
な
ど
は
市
民
課
人
権
推
進
室
へ

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
特
設
人
権
相
談
所

 

・
日
時　

12
／
21 

（水）　

10
：
00
〜
12
：
00

 

・
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

啓
発
活
動
を
実
施
中

　

市
で
は
、
人
権
に
関
す
る
啓
発
の
た
め
街

頭
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
人
権
に
つ
い
て
呼
び
か

け
る
「
街
頭
啓
発
」
や
学
校
で
の
「
出
前
講

座
」、
小
学
校
で
花
を
植
え
る
「
人
権
の
花

運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
昭
和
23
年
12
月

10
日
の
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ

を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
12
月
10
日
が
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。
68
回
目
の
今

年
は
12
月
４
日
（日）
か
ら
10
日
（土）
ま
で
、
各
種
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
い
じ
め
」さ
せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い

学
校
や
家
庭
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
人
権
意
識
を
高
め
よ
う

「
い
じ
め
」
を
さ
せ
な
い
た
め
に

　
「
い
じ
め
」
を
生
み
出
す
心
理
的
な
要
因

と
し
て
は
、
欲
求
不
満
の
解
消
、
劣
等
感
の

補
償
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
基
本
的
に
は
、
存
在
感
や
自
尊
感
情

の
欲
求
不
満
の
解
消
を
求
め
る
心
理
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
存
在
感
や
自
尊
感
情

を
満
た
さ
れ
な
い
子
ど
も
が
そ
の
満
足
を
求

め
て
「
い
じ
め
」
を
行
い
、
一
時
的
な
心
理

的
満
足
感
を
得
て
い
る
の
で
す
。

　
「
い
じ
め
」
を
な
く
す
た
め
に
は
、「
い
じ

め
」
を
行
う
子
ど
も
の
存
在
感
や
自
尊
感
情

を
満
足
さ
せ
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
悩
み
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
と
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
合
う
豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

「
い
じ
め
」
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

　

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
調
査
結
果
に
よ

る
と
、「
い
じ
め
」
発
見
の
き
っ
か
け
は
、

「
本
人
か
ら
の
訴
え
」
が
17.3
％
、「
学
級
担
任

が
発
見
」
が
12.1
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
学
校
の
取
組
に
よ
り
発

見
」
が
50.9
％
と
な
り
、
も
っ
と
も
高
い
割
合

と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
・
早
期
対
応

を
進
め
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

「
い
じ
め
」
問
題
へ
の
取
組
を
充
実
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
I
Ｔ
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
用
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

を
持
つ
こ
と
が
多
く
な
り
、
子
ど
も
た
ち
同

士
が
メ
ー
ル
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
保
護
者
が
子
ど
も
た
ち
の
話
を
聞

く
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
保
護
者
が

子
ど
も
の
心
身
の
微
妙
な
変
化
に
気
付
く
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
子
ど
も
と
学
校
で
の
出
来
事
な

ど
を
話
し
合
う
時
間
を
作
る
よ
う
心
が
け
、

「
い
じ
め
」
な
ど
の
早
期
発
見
に
意
識
的
に

努
め
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
SOS
ミ
ニ
レ
タ
ー

　
「
い
じ
め
」
を
は
じ
め
、
子
ど
も
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、全
国
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
「
子

ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
（
送
信
用

封
筒
と
便
せ
ん
を
一
体
化
し
て
料
金
受
取
人

払
手
続
き
を
施
し
た
も
の
）」
が
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
送
信
さ
れ
た
ミ
ニ
レ
タ
ー
を

通
じ
て
、
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委

員
が
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
相
談
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

人
権
推
進
室

　

℡
23
‐
１
２
９
９

※
人
権
特
集
パ
ー
ト
２
は
１
月
号
で
掲
載
予
定
で
す



門の話題長

　

11
月
６
日
（日）
に
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

周
辺
で
「
2016
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
in
ゆ
や
」
が
、
11
月
13
日

（日）
に
日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
周
辺
で
「
第
35
回
日
置
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
「
2016
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
in
ゆ
や
」
で
は
、
油
谷
湾
で
養

殖
さ
れ
た
車
エ
ビ
の
つ
か
み
取
り

が
初
め
て
企
画
さ
れ
、
家
族
連
れ

を
中
心
に
多
く
の
来
場
者
が
参

加
。
活
き
が
良
く
、
水
槽
内
を
跳

ね
る
よ
う
に
動
く
車
エ
ビ
を
、
10

秒
間
で
ど
れ
だ
け
つ
か
め
る
か
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
菱
海
・

向
津
具
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
お

遊
戯
や
、
菱
海
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
、
創
立
15
周
年
記
念
公
演

を
来
月
に
控
え
た
「
油
谷
こ
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　「
第
35
回
日
置
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
で
は
、
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

「
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
に
挑
戦
！
」

が
行
わ
れ
、
全
長
77
メ
ー
ト
ル
の

ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
を
参
加
者
で

巻
い
て
、
司
会
者
の
合
図
と
と
も

に
全
員
で
持
ち
上
げ
て
、
見
事
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ザ
ー

会
場
で
は
千
畳
鍋
や
海
産
物
の
販

売
の
ほ
か
、
木
の
お
も
ち
ゃ
作
り

や
各
種
展
示
も
あ
り
、
参
加
者
は

ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

油
谷
地
区
・
日
置
地
区
で
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

イ
ベ
ン
ト
や
ス
テ
ー
ジ
を
満
喫

▲初めて開催された車エビのつかみ取り（油谷地区）

▲約 77メートルのジャンボのり巻きに挑戦（日置地区）

11

大
津
緑
洋
高
校
の
生
徒
が
商
品
開
発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

商
品
開
発
を
通
じ
て
魅
力
再
発
見

　

11
月
15
日
（火）
、
大
津
緑
洋
高
校

の
生
徒
に
よ
る
地
元
食
材
を
使
っ

た
商
品
ア
イ
デ
ア
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
調
べ
た

り
、
企
業
の
助
言
を
受
け
た
り
し

な
が
ら
試
作
を
繰
り
返
し
て
き
た

商
品
ア
イ
デ
ア
３
品
を
発
表
。
商

品
開
発
の
経
験
を
通
じ
て
、
長
門

市
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

元
乃
隅
稲
成
神
社
に
新
た
な
鳥
居
が
完
成

賽
銭
が
さ
ら
に
入
れ
づ
ら
く

　

11
月
1
日
（火）
、
元
乃
隅
稲
成
神

社
に
新
た
な
鳥
居
が
完
成
し
ま
し

た
。
完
成
し
た
鳥
居
は
高
さ
６

m
、
賽
銭
箱
の
位
置
は
５
m
の
高

さ
に
あ
り
、以
前
の
鳥
居
と
比
べ
、

約
１
m
高
く
な
っ
て
ま
す
。
訪
れ

た
観
光
客
は
、
さ
ら
に
入
れ
づ
ら

く
な
っ
た
賽
銭
箱
に
賽
銭
を
投
げ

入
れ
て
い
ま
し
た
。

▲地元企業の代表を前にアイデアを提言▲さらに高い位置に設置された賽銭箱

通
小
学
校
で
平
和
学
習

通
の
心
を
世
界
に
広
め
よ
う

　

11
月
７
日
（月）
、
通
小
学
校
で
日

露
戦
争
を
題
材
に
し
た
平
和
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
校
道
徳
の
時
間
を
利
用
し
て

「
世
界
の
平
和
は
通
か
ら
」
と
題

し
て
行
わ
れ
た
授
業
で
は
、
日
露

兵
士
の
墓
碑
を
長
年
管
理
さ
れ
て

い
る
君
川
歌
子
さ
ん
が
当
時
の
様

子
を
説
明
し
、「
祖
父
は
流
れ
着

い
た
遺
体
を
拾
い
上
げ
、
埋
葬
し

た
。
み
な
さ
ん
も
や
さ
し
い
気
持

ち
で
、
い
じ
め
を
し
な
い
で
お
互

い
に
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
」と
児
童
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
君
川
さ
ん
の
話
を

聞
い
た
後
、
通
地
区
の
人
々
に
受

け
継
が
れ
た
心
や
平
和
へ
の
願
い

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

授
業
の
最
後
に
富
田
校
長
が

「
通
地
区
の
人
々
は
世
界
に
誇
れ

る
や
さ
し
く
て
温
か
い
心
を
持
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
こ
れ
か

ら
通
地
区
の
心
を
受
け
継
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
。
通
の
人
々
の
心

を
世
界
に
広
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
授
業
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
昔
か
ら
通

地
区
の
人
は
や
さ
し
い
心
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
受
け
継
い
で
い
き
た

い
」と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲日露兵士の墓碑について語る君川さん

▲通地区のやさしさを伝える演習

　

子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
や
可
能
性

を
伸
ば
し
、
地
域
と
と
も
に
創
り
上

げ
る
文
化
事
業
と
し
て
発
足
し
た

「
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」。
平
成

14
年
度
か
ら
毎
年
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
で

公
演
を
重
ね
、
12
月
18
日
に
は
創
立

15
周
年
記
念
公
演
を
控
え
て
い
ま
す
。

　

作
品
の
制
作
・
指
導
は
、
第
１
回

公
演
か
ら
「
下
関
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
会
」
の
伊
藤
寿
真
男
代
表
に
依

頼
し
、
今
回
は
公
募
で
集
ま
っ
た
市

内
の
小
学
４
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
38
人
が
出
演
。
保
護
者
や
一
般

の
ス
タ
ッ
フ
も
衣
装
や
舞
台
装
置
の

地
域
に
笑
顔
と
、
元
気
を
届
け
て
15
年
。

制
作
な
ど
で
公
演
を
支
え
ま
す
。

　

４
月
に
始
ま
っ
た
練
習
は
、
現
在

週
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
実
施
。
場
面

ご
と
に
動
き
を
確
認
し
、
観
客
を
引

き
込
む
舞
台
を
作
り
こ
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
作
品
は
９
年
ぶ
り
と
な
る

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」、
主
人
公
の
少

女
が
、
カ
カ
シ
・
ブ
リ
キ
・
ラ
イ
オ

ン
と
出
会
い
、
虹
の
彼
方
の
不
思
議

な
国
「
オ
ズ
」
へ
旅
立
つ
物
語
で
す
。

　
「
見
ど
こ
ろ
は
笑
顔
と
ダ
ン
ス
。

前
回
の『
オ
ズ
』を
超
え
る
舞
台
に

し
た
い
」
と
話
す
子
ど
も
た
ち
は
、

思
い
を
一
つ
に
公
演
に
臨
み
ま
す
。

門の長 門の

（
所
属
38
人
／
活
動
場
所

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
）

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

▲今年の「ふれあいふるさとまつり inゆや」でも一場面を披露

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

2016.12.1 10
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身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た

長
門
市
非
常
勤
職
員
募
集

■
受
付
期
間　

12
／
１
 （木）
〜
19 

（月）

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
主
な
業
務
内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
よ

　

る
文
書
作
成
、
計
算
事
務
、
窓
口

　

業
務
な
ど
の
一
般
事
務

■
受
験
資
格

・
昭
和
41
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　

て
い
る
人

・
自
力
で
通
勤
で
き
、
介
護
者
な
し

　

に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
選
考
に
対
応

　

で
き
、
口
頭
に
よ
る
面
接
に
対
応

　

で
き
る
人

■
勤
務
条
件

・
雇
用
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日

　

か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

※
勤
務
状
況
に
よ
っ
て
更
新
す
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す

・
勤
務
時
間　

①
週
35
時
間
以
内
で
合
格
者
と
協
議

　

の
う
え
、
決
定
し
ま
す

②
休
憩
時
間
12
：
00
〜
13
：
00

③
土
・
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

　
（
12
／
29
〜
１
／
３
）を
除
く

・
給
与

　

時
間
970
円
、
通
勤
手
当
相
当
分

・
休
暇

　

長
門
市
非
常
勤
職
員
な
ど
の
勤
務

　

時
間
、
休
暇
お
よ
び
給
与
な
ど
に

　

関
す
る
取
扱
要
綱
の
規
定
に
よ
る

・
社
会
保
障

　

健
康
保
険
法
お
よ
び
雇
用
保
険
法

　

の
定
め
に
よ
る

■
選
考
日
時　

平
成
29
年
１
月
中
旬

■
選
考
場
所　

長
門
市
役
所

■
選
考
の
方
法　

作
文
（
文
章
に
よ

　

る
表
現
力
・
構
成
力
）
お
よ
び
面

　

接
（
主
と
し
て
人
物
・
性
格
）

■
合
格
発
表　

平
成
29
年
１
月
下
旬

※
結
果
は
文
書
で
全
員
に
通
知

■
採
用
時
期　

平
成
29
年
４
月
１
日

■
受
験
手
続
き
お
よ
び
受
付
期
間

　

受
験
申
込
書
を
総
務
課
に
請
求
し

　

て
く
だ
さ
い
。
本
庁
受
付
窓
口
や

　

各
支
所
・
各
出
張
所
に
も
あ
り
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
人
事
係

℡
23
‐
１
１
１
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　11 月 16 日、ラグビーワールドカップ 2019 組織委員会へ「ラ
グビーワールドカップ 2019 公認チームキャンプ地選定プロセ
ス応募申請書」を提出しました。
　「チームキャンプ地」は、大会へ参加するチームが練習やコ
ンディション調整を行うために滞在する場所で、チームに提
供される環境やサービスは、大会におけるチームの成績や選
手のパフォーマンスに大きな影響を及ぼします。
　本市では「俵山多目的交流広場」を練習会場として、チー
ムに最適な環境を提供するため、施設の再整備などの受け入
れの準備を進めています。これから、よりラグビーを盛り上
げていくためには、市民一体となって、チームを迎える体制
を整えていくことが重要です。
　引き続き、ご支援・ご協力をお願いします。

■問い合わせ
　長門市世界大会等キャンプ招致委員会　℡ 23-1196

第８回「Road To RUGBY WORLD CUP 2019 TEAM CAMP」
～チームキャンプ地誘致に向けて～

Let’s Try!! ラグビー
レッツ トライ

市
県
民
税
申
告
書
は

郵
便
で
提
出
で
き
ま
す

　

毎
年
市
の
申
告
会
場
は
大
変
込
み

合
い
ま
す
が
、
自
分
で
申
告
書
を
作

成
し
て
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
で
、

長
時
間
待
つ
こ
と
も
、
早
く
か
ら
受

付
に
並
ぶ
必
要
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
が

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
所
得
・

課
税
証
明
書
の
発
行
、
国
民
健
康
保

険
料
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
算
定
、
国
民
年
金
免

除
申
請
な
ど
の
手
続
き
に
支
障
を
来

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

年
明
け
に
住
民
税
申
告
書
の
書
き

方
を
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
税
務
課
ま
で
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
市
県
民
税
申
告
に
つ
い
て

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
な
い
人
も
、
次
に
該
当
す
る
場
合

は
市
県
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

■
市
県
民
税
申
告
が
必
要
な
人

・
収
入
は
何
も
な
い
が
、
所
得
証
明

　

書
な
ど
が
必
要
な
人
（
国
民
健
康

　

保
険
な
ど
の
加
入
者
）

・
所
得
税
の
還
付
が
な
い
人
で
、
年

　

末
調
整
済
み
の
給
与
以
外
の
所
得

　

が
20
万
円
以
下
の
人

・
所
得
税
の
還
付
が
な
い
人
で
、
公

　

的
年
金
収
入
が
400
万
円
以
内
で
年

　

金
の
源
泉
徴
収
票
に
な
い
控
除
を

　

追
加
し
た
い
人

○
記
帳
制
度
に
つ
い
て

　

事
業
所
得
の
あ
る
人
は
、
次
回
申

告
も
記
帳
が
必
要
で
す
の
で
早
め
に

整
理
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
記
帳
制
度

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
農
業

所
得
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、

山
林
所
得
が
あ
る
す
べ
て
の
人
は
記

帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
。

■
記
帳
す
る
内
容

　

売
り
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕

入
れ
や
そ
の
他
の
必
要
経
費
に
関
す

る
事
項
を
記
載
。
記
帳
は
一
つ
一
つ

の
取
引
ご
と
で
は
な
く
、
日
々
の
合

計
金
額
の
み
を
ま
と
め
る
な
ど
簡
易

な
方
法
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
帳
簿
に
保
存
す
る
も
の

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て
作

成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求

書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
。

■
問
い
合
わ
せ

・
所
得
税
に
関
す
る
こ
と

　

長
門
税
務
署　

℡
22
‐
２
４
４
１

・
住
民
税
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
市
民
税
係℡

23
‐
１
１
２
３

長
門
市
職
員
採
用
試
験

受
験
者
募
集

■
受
験
案
内
配
布
お
よ
び
受
付
期
間

 

・
持
参
ま
た
は
郵
送

　

12
／
１
（木）
〜
１
／
６ 

（金）

　

８
：
30
〜
17
：
15

 

・
電
子
申
請　

12
／
１
（木）  

９
：
00

〜
28 

（水）   

17
：
00

※
持
参
は
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年

　

始
（
12
／
29
〜
１
／
３
）
を
除
く

■
区
分
・
職
種

／
採
用
予
定
人
員
／
受
験
資
格

○
一
般
事
務
／
若
干
名

○
一
般
土
木
／
若
干
名

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
試
験
日
時

○
１
次
試
験　

１
／
22 

（日）

９
：
10
〜
14
：
10

※
一
般
土
木
は
16
：
00
ま
で

（
受
付　

８
：
30
〜
８
：
50
）

○
２
次
試
験　

２
月
中
旬
（
予
定
）

※
２
次
試
験
の
詳
細
は
１
次
試
験
の

　

結
果
と
併
せ
て
通
知
し
ま
す

■
試
験
会
場　

長
門
市
役
所
本
庁

■
試
験
方
法

○
１
次
試
験

 

・
教
養
（
高
校
卒
業
程
度
）
択
一
式

 

・
専
門
（
一
般
土
木
の
み
）
択
一
式

 

・
適
性
検
査
、
作
文
試
験

○
２
次
試
験

 

・
口
述
試
験
（
個
別
面
接
）

■
合
格
発
表

 

・
１
次
試
験
合
格
者　

２
月
初
旬

 

・
２
次
試
験
合
格
者　

２
月
下
旬

※
文
書
で
全
員
に
通
知
し
ま
す

■
受
験
申
込
書

 

・
本
庁
総
務
課
、
本
庁
受
付
窓
口
、

　

各
支
所
、
出
張
所
で
配
布
し
ま
す

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

 

・
郵
便
で
受
験
申
込
書
な
ど
を
請
求

　

す
る
場
合
は
、
120
円
分
の
切
手
を

　

貼
り
郵
送
先
を
記
入
し
た
Ａ
４
の

　

紙
が
入
る
封
筒
（
角
２
）
を
同
封

　

の
う
え
、
総
務
課
人
事
係
に
封
書

　

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
電
子
申
請

　

で
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人
事
係

℡
23
‐
１
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健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

　
　

�

応
募
受
付
開
始

　
﹁
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
﹂は

健
診
の
受
診
や
健
康
教
室
へ
の
参
加

な
ど
に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
、

健
康
と
景
品
を
手
に
入
れ
る
こ
と
の

で
き
る
制
度
で
す
。（
広
報
な
が
と

５
月
号
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

100
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
応
募
者
全
員

に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
150
ポ
イ
ン
ト

以
上
を
獲
得
し
た
人
に
は
、
抽
選
で

特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
や
図
書
カ
ー

ド
が
当
た
り
ま
す
。
取
組
状
況
を
集

計
し
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格　

健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン

　

ト
を
100
ポ
イ
ン
ト
以
上
を
獲
得
し

　

た
20
歳
以
上
の
市
民

■
応
募
方
法　

チ
ラ
シ
の
ポ
イ
ン
ト

　

報
告
表
に
記
入
し
、
切
手
を
貼
っ

　

て
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
か
、
応
募

　

箱
に
投
函
（
チ
ラ
シ
は
応
募
箱
設

　

置
場
所
に
あ
り
ま
す
）

■
応
募
箱
設
置
場
所

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
課
・
保

　

険
課
、
各
支
所
・
出
張
所

■
応
募
締
切　

12
／
22 

（木）

■
景
品
送
付　

平
成
29
年
１
月
下
旬

■ 

問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
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１
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固
定
資
産
の
現
況
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
連
絡
を

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
状
況
に
応
じ
て
、固
定
資
産（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
市
で
は

現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
登

記
の
異
動
を
伴
わ
な
い
も
の
は
把
握

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
次
の

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
12
月
28
日

（水）

ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

土
地
の
利
用
状
況
の
変
更

　
（
現
況
地
目
の
変
更
、
雑
種
地
の

　

造
成
な
ど
の
状
態
変
更
）

・ 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　
（
一
部
取
り
壊
し
も
含
み
ま
す
）

・
家
屋
を
改
築
し
て
用
途
を
変
更
し

　

た
と
き

・ 

未
登
記
の
家
屋
で
売
買
・
相
続
な

ど
所
有
者
を
変
更
し
た
と
き

■ 

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

℡
23
‐
１
１
２
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おわび
市職員の飲酒運転について

　このたび、市職員が酒気帯び運転を
するという、あってはならない事態が
発生しました。
　法令を順守すべき立場にある市職員
が、このような不祥事を起こしたこと
は極めて遺憾であり、市民の皆様の信
用を著しく失墜することとなり、心か
ら深くおわび申し上げます。
　こうした事態が今後絶対に起こらな
いよう、全職員に対し服務規律の徹底
と綱紀粛正を強く指示したところです。
　再発防止に向けて全力をあげて取り
組むとともに、職員一丸となって市民
の皆様の信頼回復に万全を期してまい
ります。

長門市長　大 西 倉 雄
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日／曜日　
　業務内容

12
23 24 25 26 27 28 29 30 31 １

１ ２ ３ ４

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
市役所の一般業務 × × × ○ ○ ○ × × × × × × ◯

窓口業務
戸籍謄・抄本、印鑑証明、住民票、旅
券など × × × ○ ○ ○ × × × × × × ◯
死亡・婚姻などの戸籍届出
※休日は宿直で受付 × × × ○ ○ ○ × × × × × × ◯

長門市応急診療所　　　　　　       ℡ 27-0199 昼 × 昼 夜 夜 夜 夜 昼 昼 昼 昼 昼 夜
水道業務　　　　　　本庁宿直　     ℡ 22-2111
※開閉栓の受付は休日と同じく休みですが、漏水などは
　本庁宿直・各支所で受付

× × × ○ ○ ○ × × × × × × ◯

ごみ収集　　　　廃棄物対策係          ℡ 23-1249

長門市清掃工場 ℡ 25-3230 × △ × ○ ○ ○ 16時
まで × × × × × ○

萩・長門清掃工場「はなもゆ」 ◯ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

し尿
汲み取り

長門・日置地区　長門環境管理センター       ℡ 26-2752
油谷地区　油谷営業所　  　 　℡ 32-2345
※年内の汲み取り申し込みは

12 月 16 日（金）まで
× × × ○ ○ ○ × × × × × × ◯

三隅地区
　　　　     馬場クリーン　       ℡ 43-0303 × × × ○ ○ ○ × × × × × × ◯

斎場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ◯
下水道業務　　　　　　 本庁宿直           ℡ 22-2111
※業務が休みであっても、下水道管の詰まりなど緊急の
　場合は本庁宿直で受付

× × × ○ ○ ○ × × × × × × ◯

市立図書館 ℡ 26-5123 × ○ ○ × ○ ○ × × × × × × ×
ルネッサながと ℡ 26-6001 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × △

劇場のみ ○
ラポールゆや・図書館ゆや分館 ℡ 33-0051 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × × ◯
金子みすゞ記念館 ℡ 26-5155 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9時〜

15時
10時〜
17 時 ○ ○ ◯

くじら資料館 ℡ 28-0756 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 9時〜
15時

10時〜
17 時 ○ ○ ◯

香月泰男美術館 ℡ 43-2500 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 9時〜
15時

10時〜
17 時 ○ ○ ◯

村田清風記念館 ℡ 43-2818 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 9時〜
15時

10時〜
17 時 ○ ○ ◯

湯本温泉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▽ ○ ○ ○
湯免ふれあいセンター ℡ 43-1000 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
日置農村活性化交流センター ℡ 37-4320 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
各小・中学校体育館、小河内公園グラウンド、長
門農業者トレーニングセンター、赤崎山スポーツ
遊園地、武道館、俵山多目的交流広場、三隅総合
運動公園、三隅農業者トレーニングセンター、三
隅勤労者スポーツセンター、日置総合運動公園、
日置Ｂ＆Ｇ海洋センター、油谷総合運動公園、油
谷勤労者体育センター

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○

総合公園テニスコート ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × ×

恩湯　℡ 25-4507
礼湯　℡ 25-3041

※１月５日（木）からは通常業務です

※受付時間は、昼が午前は11：30まで・午後は16：30まで、夜が21：30まで

℡ 0838-
26-8716

ごみの収集日は、各地区のごみカレンダーを確認してください
持ち込みは長門市清掃工場（燃えないごみ）または萩・長門清掃工場「はなもゆ」（燃えるごみ）へ

○通常  △午前のみ  ▽午後のみ  ×休み  昼9：00〜17：00   夜 19：00〜22：00年末年始の業務 秋
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭
日
双
光
章

 

元
長
門
市
議
会
議
員

  　

南
野 

勇
治 

さ
ん

70
歳
（
仙
崎
錦
町
区
）

瑞
宝
単
光
章

 

元
長
門
市
消
防
団
副
団
長

  　

末
永 
信
治 

さ
ん

74
歳（
油
谷
向
津
具
下
大
浦
西
）

瑞
宝
単
光
章

﹇
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
﹈ 

 

元
長
門
市
消
防
本
部
次
長

  　

神
谷 

信
好 

さ
ん

68
歳
（
仙
崎
白
潟
２
区
）

旭
日
単
光
章 

 

元
三
隅
町
農
業
委
員
会
会
長

  　

大
野 

耕
作 

さ
ん

71
歳
（
三
隅
下
沢
江
）

瑞
宝
小
綬
章 

 

元
公
立
高
等
学
校
長

  　

山
下 

浩 

さ
ん

70
歳
（
東
深
川
藤
中
区
）

　

11
月
３
日
（木）
に
平
成
28
年
秋
の

叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
市

内
で
は
５
人
が
受
章
し
ま
し
た
。

　

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
（火）
ま
で
に

　

平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
（
償
却

資
産
）
は
平
成
29
年
１
月
１
日
が
基

準
日
で
す
。
市
内
に
償
却
資
産
を
所

有
す
る
人
は
平
成
29
年
１
月
31
日

（火）

ま
で
に
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
平

成
28
年
度
償
却
資
産
申
告
を
行
っ
た

所
有
者
に
は
、
別
途
通
知
し
ま
す
。

■ 

償
却
資
産
と
は　

土
地
お
よ
び
家

屋
以
外
の
事
業
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
資
産
（
構
築
物
・
機
械

お
よ
び
装
置
・
船
舶
・
工
具
・
器

具
・
備
品
な
ど
）

 ︻
例
︼レ
ジ
ス
タ
ー
、業
務
用
冷
蔵
庫
、

　
　

事
業
用
の
パ
ソ
コ
ン

■ 

対
象
外

・ 
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
る
自
動
車
な
ど

・ 

耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取

得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
、
一
時
損
金
に
算
入
し
た
も
の

・ 

取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産

で
、
３
年
間
の
一
括
償
却
を
選
択

し
た
も
の

○
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
、
次

　
に
該
当
す
る
場
合
は
償
却
資
産
と

　
し
て
申
告
が
必
要
で
す

・
法
人
・
個
人
（
事
業
用
）
が
設
置

・
個
人
（
住
宅
用
）
が
売
電
の
た
め

　

に
設
置
し
発
電
出
力
が
10 

kw
以
上

※
一
定
の
要
件
を
満
た
す
設
備
は
固

　

定
資
産
税
課
税
標
準
額
の
特
例
が

　

適
用
さ
れ
ま
す

※
申
告
書
を
必
要
と
す
る
場
合
や
申

　

告
に
つ
い
て
の
詳
細
は
問
い
合
わ

　

せ
て
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

℡
23
‐
１
１
２
５

資
源
ご
み
回
収

協
力
店
舗
な
ど
を
募
集

　

市
で
は
蛍
光
灯
（
管
）・
電
池
類
・

小
型
家
電
の
３
種
類
の
資
源
ご
み
の

拠
点
と
し
て
、
回
収
へ
の
協
力
が
可

能
な
店
舗
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

３
種
類
の
う
ち
、
ど
れ
か
１
種
類

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間　

12
／
１
（木）
〜
15 

（木）

■
対
象　

市
内
の
事
業
所
・
店
舗

■
内
容　

市
民
の
持
ち
込
み
ま
た
は

　

買
い
替
え
に
対
し
て
無
料
で
回
収

■
そ
の
他　

回
収
し
た
資
源
ご
み
を

　

長
門
市
清
掃
工
場（
大
垰
）に
持
ち

　

込
む
際
は
処
理
手
数
料
を
免
除

■ 

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

℡
23
‐
１
２
４
９

「広報ながと」への広告掲載のお申し込みは㈱ホープへ　℡ 092-716-1404
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平
成
29
年
度
児
童
ク
ラ
ブ

︵
学
童
保
育
︶入
会
者
募
集

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
入
会
を
希

望
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
保
護
者
が
就

労
な
ど
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童
（
小
学
１
〜
６
年
生
）
を
預
か

り
ま
す
。
た
だ
し
、
申
し
込
み
が
各

児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
を
上
回
る
場
合

は
、
低
学
年
を
優
先
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■ 

入
会
基
準

　

親
、
同
居
の
祖
父
母
な
ど
が
、
就

　

労
な
ど
に
よ
り
放
課
後
家
庭
で
保

　

育
で
き
な
い
こ
と

■�

定
員

・
深
川
児
童
ク
ラ
ブ　

55
人

・
仙
崎
児
童
ク
ラ
ブ　

30
人

・
三
隅
児
童
ク
ラ
ブ　

35
人

・
日
置
児
童
ク
ラ
ブ　

25
人

・
油
谷
児
童
ク
ラ
ブ　

35
人

■�

負
担
金︵
児
童
１
人
に
つ
き
︶

 

・
負
担
金
月
額　
　

２
、  

０
０
０
円

※
減
免
制
度
あ
り

 

・
お
や
つ
代
月
額　

１
、  

０
０
０
円

■�

申
込
期
間　

12
／
１
（木）
〜
28 

（水）

■ 

申
込
方
法

　

本
庁
子
育
て
支
援
課
、
三
隅
支
所

　

地
域
窓
口
班
、
日
置
支
所
地
域
窓

　

口
班
、
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を

　

添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
と
併
せ
て
就
労
証
明
書
の

　

提
出
が
必
要
で
す
（
同
居
の
65
歳

　

以
上
の
人
は
提
出
不
要
）

※
必
要
書
類
の
詳
細
な
ど
は
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い

■�

問
い
合
わ
せ

・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
１
１
５
６

・
三
隅
支
所
地
域
窓
口
班

℡
43
‐
０
２
２
１

・
日
置
支
所
地
域
窓
口
班

℡
37
‐
２
１
９
３

・
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
33
‐
３
０
２
１

油
谷
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
募
集

■
募
集
期
間　

12
／
１
（木）
〜
28 

（水）

■
募
集
人
数　

１
人

■
勤
務
地　

油
谷
児
童
ク
ラ
ブ
（
長

　

門
市
油
谷
新
別
名
６
７
２
番
地
1

　

わ
い
わ
い
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
）

■
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
、社
会
福
祉
士
資
格
、

　

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高

　

等
学
校
の
教
諭
資
格
な
ど
の
い
ず

　

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

■
雇
用
形
態

　

非
常
勤
嘱
託
職
員
と
し
て
雇
用

　
（
１
週
間
の
勤
務
時
間
は
年
間
を

　

通
し
て
平
均
30
時
間
）

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入

■
雇
用
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年

　

３
月
31
日

※
年
度
ご
と
に
勤
務
実
績
な
ど
を
踏

　

ま
え
て
更
新
（
最
長
６
年
ま
で
雇

　

用
可
）

■
職
務
内
容

 

・
放
課
後
児
童
の
育
成
、
指
導

 

・
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
運
営
お
よ
び

　

備
品
な
ど
の
管
理

 

・ 

そ
の
他
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
上

　

必
要
と
な
る
業
務

■
応
募
方
法

　

履
歴
書
お
よ
び
資
格
書
（
写
し
）

　

を
子
育
て
支
援
課
に
郵
送
ま
た
は

　

持
参

※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

■
選
考
方
法

　

履
歴
書
を
も
と
に
面
接
試
験
を
実

　

施
し
、
審
査
結
果（
合
否
）を
対
象

　

者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す

※
選
考
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

　

せ
に
は
回
答
で
き
ま
せ
ん

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
課

℡
23
‐
１
１
５
６

こ
こ
ろ
の健

康
づ
く
り
講
座

　

う
つ
病
は
、
誰
も
が
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
身
近
な
こ
こ
ろ
の
病
気
で

す
。
本
講
座
で
は
、
自
分
だ
け
で
な

く
、
家
族
や
身
近
な
友
人
な
ど
大
切

な
人
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
取
り
組
め
る
う
つ
病
の
予
防

や
対
応
方
法
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

12
／
17 

（土）10
：
00
〜
11
：
40

（
受
付　

９
：
30
〜
）

■
場
所　

長
門
市
地
域
医
療
連
携
支

　

援
セ
ン
タ
ー（
応
急
診
療
所
併
設
）

■
講
演
﹁
こ
こ
ろ
の
健
康
も
大
切
に

　

〜
う
つ
の
予
防
、
受
診
、
対
応
を

　

中
心
に
〜
﹂

■
講
師

　

医
療
法
人
水
の
木
会　

萩
病
院

　

地
域
診
療
部
長　

臨
床
心
理
士

　

武
田　

朋
昭
氏

※
講
師
は
山
口
県
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

　

セ
ラ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、
児

　

童
や
思
春
期
の
人
を
主
に
、
さ
ま

　

ざ
ま
な
悩
み
を
持
っ
た
人
の
こ
こ

　

ろ
の
支
援
を
行
い
、
ま
た
個
別
の

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

　

組
織
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
活

　

動
も
行
っ
て
い
ま
す

■
参
加
料　

無
料
（
要
申
込
）

■
申
込
期
限　

12
／
９ 

（金）

■
問
い
合
わ
せ

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
37
‐
２
１
９
３

　

現
在
、
市
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
人
口
の
約
39
％
を
占
め
て
お

り
、高
齢
化
が
年
々
進
ん
で
い
ま
す
。

　

高
齢
化
に
伴
い
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
医
療
は
、
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源

を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
適
切
な
医
療
受
診

を
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

〜
適
切
な
医
療
受
診
と
は
〜

■
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

  《
か
か
り
つ
け
医
の
メ
リ
ッ
ト
》

①
家
族
の
病
歴
が
分
か
る
こ
と
で
、

　

適
切
な
診
療
が
受
け
ら
れ
る

②
健
診
結
果
や
慢
性
疾
患
に
対
す
る

　

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
る

③
普
段
の
状
況
が
分
か
る
た
め
、
緊

　

急
時
に
適
切
な
対
処
が
し
て
も
ら

　

え
る

④
適
切
な
専
門
医
を
紹
介
し
て
も
ら

　

え
る

⑤
薬
や
検
査
の
重
複
を
防
ぎ
、
安
全

　

な
診
療
が
で
き
る
ほ
か
、
医
療
費

　

の
無
駄
も
省
け
る

■﹁
コ
ン
ビ
ニ
受
診
﹂﹁
重
複
受
診
﹂は

　

控
え
ま
し
ょ
う

　
﹁
仕
事
が
休
め
な
い
﹂、﹁
待
ち
時

間
が
長
い
﹂
な
ど
、
自
分
の
都
合
で

時
間
外
に
受
診
す
る
﹁
コ
ン
ビ
ニ
受

診
﹂
や
、
自
己
判
断
で
複
数
の
医
療

機
関
を
掛
け
持
ち
す
る﹁
重
複
受
診
﹂

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

時
間
外
・
重
複
受
診
で
は
、ス
タ
ッ

フ
体
制
不
足
や
検
査
・
投
薬
の
重
複

な
ど
に
よ
り
最
適
な
医
療
が
受
け
ら

れ
ず
、
か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
早
め
の

受
診
を
心
が
け
、
症
状
や
治
療
に
つ

い
て
の
不
安
は
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
分
の
体
を
よ
く
知
り
ま
し
ょ
う

　

が
ん
検
診
や
特
定
健
診
を
定
期
的

に
受
け
、
自
分
の
体
を
良
く
知
り
、

日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
を
心
掛
け
て

病
気
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

定
期
的
な
受
診
で
病
気
を
早
期
に

見
つ
け
る
こ
と
で
、
悪
化
を
防
ぐ
だ

け
で
な
く
、治
療
期
間
も
短
く
な
り
、

医
療
費
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

冬
の
健
康
管
理

　

気
温
の
低
下
に
伴
い
、
血
圧
の
上

昇
に
よ
る
脳
卒
中
（
特
に
入
浴
に
よ

る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
）
や
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
食
生
活
や
睡
眠
な

ど
体
調
管
理
に
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
人
込
み
を
避
け
る
、
外
出
後
は

手
洗
い
を
す
る
、
予
防
接
種
を
受
け

る
な
ど
の
予
防
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
部
屋
の
温
度
や
湿
度
に

気
を
配
る
こ
と
は
、
身
体
を
冷
や
さ

な
い
だ
け
で
な
く
、
の
ど
の
乾
燥
を

防
ぐ
う
え
で
も
効
果
的
で
す
。

地
域
の
医
療
を
守
る
た
め
に

長
門
市
応
急
診
療
所
コ
ラ
ム

■診察に必要なもの
　被保険者証、福祉医療等受給者証（該当者）、お薬手帳
■年末年始の診療時間（12/30（金）～1/3（火））
 ・午前　 9：00 〜 12：00
　　　　（受付11：30 まで）
 ・午後   13：00 〜 17：00
　　　　（受付 16：30 まで）

《長門市応急診療所》

■問い合わせ
　長門市応急診療所　℡ 27-0199

水道管の冬支度

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
づ
く
り

■
日
時　

12
／
16 

（金）９
：
30
〜
11
：
30

■
集
合
場
所

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー
検
診
室

■
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
街
中
コ
ー

　

ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
約
１
時
間
）

■
持
参
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

　

動
の
で
き
る
服
装
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
ノ
ー
ト（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

　

希
望
す
る
人
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
持

　

参
（
10
組
分
貸
し
出
し
有
り
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

12
／
13 

（火）

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
37
‐
２
１
９
３

国
保
加
入
や
脱
退
の

届
出
は
忘
れ
ず
に

　

国
民
健
康
保
険
は
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
と
は
違
い
、
加
入
す
る
と
き

や
脱
退
す
る
と
き
に
加
入
者
自
ら
が

届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続

き
は
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以

内
に
、
本
庁
保
険
課
や
各
支
所
、
出

張
所
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
に

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
保
険
料
を
納
め

　

る
と
と
も
に
、
そ
の
間
の
医
療
費

　

は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

■
脱
退
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

ほ
か
の
健
康
保
険
と
あ
わ
せ
て
二

　

重
に
保
険
料
を
請
求
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が

　

無
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
保

　

険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
て
し

　

ま
う
と
、
医
療
費
を
後
で
返
さ
な

　

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
後
新
し
い

　

保
険
者
へ
請
求
す
る
手
続
き
が
必

　

要
に
な
り
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ

　

保
険
課
賦
課
管
理
係

℡
23
‐
１
１
３
０

　平成28年１月、長門市では大寒波による水道管凍
結や破損事故が1,800件発生し、各地区で断水が発生
しました。気温がマイナス４℃以下になると、水道
管の水が凍って出なくなったり、水道管が破裂した
りすることがあります。

①凍結の予防策
　水道管がむき出しになっているところや、風当た
　りの強い場所にある水道管には、布や保温チュー
　ブを巻くなどの保温対策をとってください

②水が凍って出ないとき
　凍結して水が出ないときは、蛇口や水道管に直接
　熱湯をかけず、タオルか布をかぶせて、ぬるま湯
　をゆっくりかけて焦らずに溶かしてください

③水道管が破損した場合
　元栓や止水栓を閉め、水道課または当番店、水道
　指定工事店に連絡してください（水道の当番店は
　26ページに記載しています）

■問い合わせ　水道課工務係　℡ 23-1171
※夜間・休日は本庁・各支所宿直へ連絡してください

凍結・破損を防ぎましょう
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み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

商
工
会
議
所
・
商
工
会

合
同
な
ん
で
も
相
談
会

■
日
時　

12
／
７ 

（水）10
：
00
〜
15
：
00

■
場
所　

長
門
商
工
会
議
所

■�

相
談
内
容　

金
融
、
創
業
、
経
営

革
新
・
経
営
、
税
務
・
経
理
、
労
務
・

労
働
・
社
会
保
険
、
法
律
、
年
金
、

登
記
、
特
許
、
各
種
共
済
な
ど

■�

相
談
料　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ

・
長
門
商
工
会
議
所℡

22
‐
２
２
６
６

新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
決
定

　

長
門
市
の
新
し
い
民
生
委
員
・
児

童
委
員
（
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委

員
118
人
／
主
任
児
童
委
員
12
人
）
が

決
ま
り
、
12
月
１
日
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
よ
っ

て
設
置
が
定
め
ら
れ
、
児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
よ

り
民
生
委
員
が
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域

に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。
地
域
の
見
守
り
活

動
に
加
え
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
母

子
・
父
子
家
庭
、
生
活
困
窮
者
な
ど

の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
関
係
行
政

機
関
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
問
題
解

決
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
主
任

児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る

こ
と
を
専
門
に
担
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

任
期
は
、
12
月
１
日
か
ら
平
成
31
年

11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

■ 

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

下
表
の
と
お
り

■�

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
５

■民生委員・児童委員一覧（敬称略）
氏  名 行政区 担当地区 氏  名 行政区 担当地区 氏  名 行政区 担当地区

�通�地�区 西嶋　光子 板持2区 板持1・2区 岡崎　和美 原小路 古市上・原小路

野上　芳彦 通１区 通1・2・3区 山本かよ子 板持3区 板持3区 岡﨑　晁子 古市下 古市下・新町

村田千代治 通５区 通4・5・6区 山田　啓子 板持4区 板持4区 藤井たみ代 亀　山 亀山・亀山団地・上城

宇野　貴子 通10区 通7・8・9・10区 吉冨　敏明 大河内 殿台・大河内・小河内 長冨　隆士 大内山下 大内山上・大内山下

棚川　富代 通12区 通11・12・13区 塩田　政博 河　原 河原 中村ミドリ 畑 畑・国広

國光　久男 通16区 通14・15・16区 吉野　裕男 門　前 門前 上田　節子 小野地 真口・新市・農士園・小野地

國光眞由美 通16区 通全地区(主任児童委員) 飯田　厚子 湯　本 湯本 佐々木　繁 狩　宿 狩宿・一円・向田

�仙�崎�地�区 田原　具子 三ノ瀬 三ノ瀬 日溪　博仁 東坂本 東坂本・西坂本・堀田

大田　芳江 白潟2区 白潟1・2区 谷川　　茂 山小根区 渋木中区・大垰・山小根 林　　勝義 日置中村 日置中村・炭床

仲野　修史 白潟3区 白潟3区 坂辻ユリ子 渋木3区 渋木1・2・3区・坂水 大野　諭子 野田南 野田北・野田南・北山・雨乞

流田　和子 祇園町 祇園町 藤村　良一 真　木 真木 上手八重野 川　原 川原・長行

原田　善春 栄　町 南町・栄町 畑村　泰至 渋木2区 深川全地区(主任児童委員) 中澤　泉美 上　城 日置全地区(主任児童委員)

磯野　謙治 北本町 本町・北本町 久保田啓子 板持1区 深川全地区(主任児童委員) 青木久美子 黄波戸1区 日置全地区(主任児童委員)

五嶋　澄子 今浦町 洲崎町・今浦町・鍛冶屋町 俵�山�地�区 油�谷�地�区
廣田加代子 中新町 中新町・新町・幸町 清水　正憲 木　津 小原・木津 三浦　友之 植　松 亀田・植松・荒人・長久

深水　良子 旭　町  旭町・錦町 宍村　龍夫 上川西2区 郷・黒川 中原　　寛 広　中 杣地・有宗・広中・稲石

落志　昭代 新屋敷町 新屋敷町 中原　康博 大羽山 大羽山 岡村　博道 人　丸 人丸・新別名

  秦　  信俊 新開町 新開町 福永　雅子 湯　町 湯町 井関　　智 駅　通 駅通

濱田　広志 鳥越1区 鳥越1・2区 花岡　真美 上　政 上政・七重 山本　康江 大　迫 大迫・東大坊

三輪　京子 大日比 大日比 岡﨑つや子 下安田 上安田・下安田 河野　広行 芝　崎 芝崎・大坊・田上・二ノ瀬
・坂根

橋本　一代 大　泊 大泊 長井　公佑 白潟3区 俵山全地区(主任児童委員) 瀬川　孝二 山　根 山根・札場・河原浦

宇野　秀子 青　海 青海 三�隅�地�区
小林　孝子 伊上浦 大江・浅井・尾崎・里・

伊上浦嶋谷　友美 鳥越1区 仙崎全地区(主任児童委員) 落志美知枝 滝　坂 滝坂・一の瀬・中畑

末岡　紀子 白潟2区 仙崎全地区(主任児童委員) 山下　眞之 兎渡谷 杉山・樅ノ木・兎渡谷 槇田　敦子 前　方 岡・宮ノ馬場・上り野・前方

深�川�地�区 山田　　博 宗　頭 宗頭 西﨑　高子 綾　湖 須方・綾湖・貝川

荒川キヨ子 田　屋 田屋 正田登美子 上中小野 麓・上中小野 高野　敏子 油谷中畑 上蔵小田・油谷中畑

村田百合子 田　屋 田屋 田中　　淸 下中小野 下中小野・辻並 飯田　幸子 下蔵小田 下蔵小田・渡場

芳川　源八 駅前区 駅前区 入江　良子 市 市 江原美佐江 掛　渕 掛渕

百合野和枝 湊1西区 湊1東・西区 田原　昌子 津　雲 生島・津雲・飯井 末永　玲子 東津黄 上津黄・東津黄・西津黄

山﨑はるえ 湊2区 湊2区 有馬嘉壽子 土　手 三隅中村・土手・久原 吉岡　幸枝 東後畑 東後畑・大畠

松林　良江 湊中央区 湊中央区 岡田　通子 湯　免 湯免・大竹・正楽寺 磯部　惠司 西立石 東立石・西立石

伊勢本光代 湊3区 湊3区 河村　民子 野波瀬 野波瀬東 垰村　　浩 青　村 青村・小田

新山　妙子 緑ケ丘 緑ケ丘 吉岡　雄慈 野波瀬 野波瀬西 中原矢恵子 赤　屋 赤屋・木吹・大川尻

上田　陽子 中　山 中山 藪木　孝子 豊　原 上豊原・二条窪 松永喜美子 上野東 中ノ森・上野東

前場　祐司 中　山 中山 藪木　　久 豊　原 下豊原・向山・上東方 中西　恒治 田久道 田久道・白木

伊藤　朝美 藤　中 藤中 小西　卓夫 小　島 小島・下東方 西田　法恵 久　津 久津

岩男　明生 江　良 江良 藤本　惠慈 向開作 向開作・殿村新開 木原　幸子 大　和 大和・本郷

宮川　昭治 正明市1区 正明市1区 香月　富子 浅　田 浅田・平野 北川　好惠 山　崎 山崎・南方

古谷　龍明 正明市2区 正明市2・3区 山﨑まさ子 沢　江 沢江・上ゲ 小濱　善文 大浦東 大浦東

林　はるみ 正明市5区 正明市4・5区 藤村ひと美 宗　頭 三隅全地区(主任児童委員) 東野　健二 大浦西 大浦西

清水　義博 下　郷 上郷・下郷 山近　弘恵 湯　免 三隅全地区(主任児童委員) 井関イク子 油　谷 油谷

萩原美代子 上ノ原 下川西・上ノ原・後ヶ迫 日�置�地�区 永田　洋一 上野西 水岬・上野西

田中　一夫 開　作 上川西1区・開作 深川　　操 長　崎 長崎 長谷川一道 川尻東 川尻東

上田　十太 上川西2区 上川西2区 磯部　哲司 黄波戸1区 黄波戸1区〜2区 中島美智子 川尻西 川尻西

中村　友春 上川西3区 上川西3区 永尾かほる 黄波戸5区 黄波戸3区〜5区 林　　香織 上蔵小田 油谷全地区(主任児童委員)

石川あや乃 境川 境川 藤井　信義 茅　刈 黄波戸口・矢ヶ浦・茅刈 田村　洋子 大　坊 油谷全地区(主任児童委員)

市
職
員
人
事
異
動

　

平
成
28
年
11
月
21
日
付
の
市
職
員

人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※（　

）は
前
職

《
課
長
補
佐
級
》
▼
消
防
本
部
予
防
課

長
補
佐  

増
山
成
美
（
消
防
本
部
予
防

課
長
補
佐
兼
危
険
物
係
長
）

《
係
長
級
》
▼
中
央
消
防
署
第
１
小

隊
副
小
隊
長
兼
消
防
本
部
予
防
課
調

査
指
導
係
長  

田
村
寿
則
（
消
防
本

部
予
防
課
調
査
指
導
係
長
）
▼
中
央

消
防
署
第
２
小
隊
副
小
隊
長  

村
田

和
巳
（
中
央
消
防
署
第
１
小
隊
第
１

分
隊
長
）
▼
中
央
消
防
署
第
３
小
隊

副
小
隊
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
救
急

第
７
回
た
こ
揚
げ
大
会

参
加
者
募
集

■
日
時　

１
／
21 

（土）９
：
00
〜
11
：
30

■
場
所　

小
河
内
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
対
象　

長
門
市
内
の
小
学
生

■
内
容　

事
前
に
次
の
日
程
で
た
こ

　

を
作
成
し
た
後
、
た
こ
揚
げ
大
会

　

を
実
施
し
ま
す

※
大
会
当
日
の
み
の
参
加
も
受
付

12
月
３
日
〜
９
日
は

障
害
者
週
間

　

市
で
は
、
障
害
者
週
間
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
、
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
や
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
利

用
者
と
障
害
者
差
別
解
消
法
啓
発

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
３

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

市
役
所
出
張
相
談
会

■
相
談
日　

偶
数
月
の
第
３
木
曜
日

（
今
年
度
は 

12
／
15
、
２
／
16
）

■
場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容　

Ｉ
Ｔ
化
、売
上
拡
大
、

　

デ
ザ
イ
ン
、 

販
路
開
拓
、
創
業
な

　

ど
経
営
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と

■
申
込
方
法　

長
門
市
物
産
観
光
セ

　

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
相
談
窓
口

　

受
付
表
を
商
工
水
産
課
ま
で
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
（
事
前
予
約
制
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
水
産
課
商
工
振
興
室

℡
23
‐
１
１
３
６

や
ま
ぐ
ち
地
域
就
職
説
明
会

■
日
時　

12
／
16 

（金）13
：
30
〜
16
：
00

■
場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
軽
運
動

　

室
兼
研
修
室

■�

参
加
予
定
企
業　

市
内
お
よ
び
県

内
に
就
業
場
所
が
あ
る
20
社
程
度

■
対
象　

現
在
求
職
中
の
人
お
よ
び

　

平
成
29
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生

■�

参
加
料　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
３
‐
９
７
６
‐
１
１
４
５

骨
の
健
康
づ
く
り
相
談
日

■
日
時　

12
／
15 

（木）９
：
30
〜
11
：
30

13
：
00
〜
15
：
00

■
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

骨
密
度
測
定
（
か
か
と
の

　

骨
）、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
相
談
、

　

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー

　

紹
介
、
試
食
（
30
食
程
度
）

■
参
加
料　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

係
長  

廣
田
雅
文
（
消
防
本
部
警
防

課
救
急
係
長
）
▼
中
央
消
防
署
第
１

小
隊
第
１
分
隊
長  

小
林
克
徳
（
中

央
消
防
署
第
２
小
隊
第
１
分
隊
長
）

▼
中
央
消
防
署
第
３
小
隊
第
１
分
隊

長
兼
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
長  

又
野
亮
（
中
央
消
防
署
第
３
小
隊
第

１
分
隊
長
）

《
係
員
》
▼
中
央
消
防
署
兼
消
防
本
部

総
務
課  

末
永
祐
一
（
消
防
本
部
総
務

課
庶
務
係
）
▼
中
央
消
防
署
兼
消
防

本
部
警
防
課  

藤
田
隼
次
（
西
消
防
署

第
３
小
隊
第
１
分
隊
）
▼
中
央
消
防

署  

長
谷
佳
祐
（
西
消
防
署
第
１
小
隊

救
急
分
隊
）
▼
中
央
消
防
署  

伊
藤
陽

介
（
西
消
防
署
第
２
小
隊
救
急
分
隊
）

■
た
こ
作
り
教
室
日
時
・
場
所

 
・
12
／
23 

（金）　

９
：
00
〜
11
：
30

仙
崎
公
民
館

 

・
１
／
14 
（土）　

13
：
00
〜
15
：
30

中
央
公
民
館

■
参
加
料　

150
円
（
た
こ
糸
代
と
し

　

て
、
別
途
100
円
が
必
要
）

■
申
込
方
法　

市
内
各
公
民
館
に
申

　

込
書
を
提
出
（
様
式
は
学
校
を
通

　

じ
て
配
布
、各
公
民
館
に
も
設
置
）

■
申
込
期
限　

12
／
22 

（木）

■
問
い
合
わ
せ　

長
門
市
子
ど
も
会

　

育
成
連
絡
協
議
会
事
務
局

℡
23
‐
１
１
７
３

▼
中
央
消
防
署  

長
井
僚
宏
（
西
消
防

署
第
２
小
隊
第
１
分
隊
）
▼
西
消
防

署  

吉
冨
智
也
（
中
央
消
防
署
第
２
小

隊
救
急
分
隊
）
▼
西
消
防
署  

核
孝

諒
（
中
央
消
防
署
第
１
小
隊
救
急
分

隊
）
▼
西
消
防
署  

大
塚
雄
太
郎
（
中

央
消
防
署
第
２
小
隊
第
２
分
隊
兼
警

防
課
警
防
係
）
▼
西
消
防
署  

吉
岡
龍

太
（
中
央
消
防
署
第
３
小
隊
第
２
分

隊
）
▼
消
防
本
部
予
防
課  

西
村
幸
剛

（
中
央
消
防
署
第
３
小
隊
第
２
分
隊
）

▼
消
防
本
部
予
防
課  

和
田
将
治
（
中

央
消
防
署
第
２
小
隊
第
１
分
隊
）
▼

中
央
消
防
署  

長
尾
将
之
介
（
消
防
本

部
総
務
課
付
）
▼
中
央
消
防
署  

満
田

誠
（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

・
な
が
と
大
津
商
工
会

℡
43
‐
０
０
３
３
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ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
︲
６
０
０
１

21 2016.12.1 20

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
︲
２
５
０
０

第63回■
開
催
日　

平
成
29
年
１
／
29 

（日）

■�

開
会
式
︵
時
間
・
場
所
︶

　

８
：
30
〜　

市
役
所
南
側
駐
車
場

■ 

部
門　

高
校
・
一
般
（
１
〜
３
部
）、

中
学
男
子
、
一
般
女
子
、
中
学
・

高
校
女
子
、
小
学
男
子
、
小
学
女
子

■
参
加
資
格

・ 

一
般
は
、
市
内
に
居
住
ま
た
は
市

内
の
職
場
に
在
職
す
る
社
会
人

　
（
中
学
・
高
校
生
の
参
加
は
４
人
ま
で
）

※
体
育
協
会
加
盟
登
録
チ
ー
ム
で
出
場

　

す
る
場
合
の
み
市
外
者
の
出
場
可

・ 

高
校
生
は
、
市
内
に
居
住
ま
た
は

市
内
の
高
校
に
在
学
の
人

・ 

中
学
生
・
小
学
生
は
、
市
内
の
中

学
・
小
学
校
に
在
学
の
人
（
小
学

生
は
３
年
生
以
上
と
し
、
３
年
生

は
1.5 

km
以
内
の
区
間
限
定
）

■
駅
伝
区
間　

下
表
の
と
お
り

■ 

編
成　

監
督
１
人
、
選
手
６
人
、
補

員
３
人
、
計
10
人

※
各
チ
ー
ム
成
人
の
役
員
を
１
人
選
出

■
参
加
料

・
一
般　
　
　

３
、
０
０
０
円

・ 

小
、
中
、
高
校
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

１
、
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

12
／
15 

（木）

■ 
申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
て
、
長

門
市
体
育
協
会
へ
申
込
書
を
提
出
。

　

１
日
保
険
に
加
入
の
場
合
、
保
険
料

　
（
200
円
×
人
数
）
も
添
え
る

■
監
督
会
議

・
日
時　

１
／
19 

（木）　

18
：
30
〜

 

・
場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館
大
講
堂

※ 

欠
席
チ
ー
ム
は
出
場
で
き
ま
せ
ん

※ 

代
理
出
席
は
同
一
チ
ー
ム
内
の
み
可

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
体
育
協
会

℡
22
‐
３
５
４
０

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

℡
33
︲
０
０
５
１

コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ

第
32
回
定
期
演
奏
会

■
日
時　

12
／
18 
（日）　

14
：
00
開
演

■ 

場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館

■ 

入
場
料　

前
売
700
円
、
当
日
800
円

■ 

曲
目

・
合
唱
に
よ
る
お
と
な
の
た
め
の

　

童
謡
曲
集
﹁
中
山
晋
平
10
の
メ
ロ

　

デ
ィ
ー
﹂
か
ら

・
Ｐ
Ｏ
Ｐ　

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｓ　

ほ
か

　

指
揮
：
有
田
知
永

　

ピ
ア
ノ
：
津
室
ひ
と
み

■�

問
い
合
わ
せ　

女
声
合
唱
団

　

コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ（
重
村
）

℡
22
‐
０
７
４
０

第
10
回︿
大
津
あ
き
ら
杯
﹀

北
浦
選
抜
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル

●
と
き　

12
／
４ 

（日）

 

・
第
１
部　

10
：
00
開
演

 

・
第
２
部　

13
：
00
開
演

●�

入
場
料　

１
、
５
０
０
円

※
全
席
自
由
・
税
込
、
当
日
500
円
増

●�

会
場　

劇
場

●�

発
売
日　

発
売
中

Ｔ
Ａ
Ｏ��

２
０
１
６

●
と
き

 

・
12
／
10 

（土）　

14
：
00
開
演

 

・
12
／
11 

（日）　

12
：
00
開
演

　
　
　
　
　
　

16
：
00
開
演

●
入
場
料

 

・
１
階
席　

５
、  

２
０
０
円

 

・
２
階
席　

４
、  

７
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中（
残
席
わ
ず
か
）

米
村
で
ん
じ
ろ
う

お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

●
と
き　

12
／
24 

（土）　

13
：
00
開
演

第
17
回

万
作
・
萬
斎
狂
言
公
演

●
と
き

　

２
／
５
（日）　

14
：
00
開
演

●
出
演

 

・
解
説　

石
田
幸
雄

 

・
狂
言
﹁
入
間
川
﹂
野
村
萬
斎
、

　

深
田
博
治
、
内
藤　

連

 

・
狂
言
﹁
鎌
腹
﹂
野
村
万
作
、

　

岡　

聡
史
、
飯
田　

豪

狂
言
教
室

●
と
き

　

２
／
５
（日）　

11
：
00
開
演

●
内
容

 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

深
田
博
治
、
月
崎
晴
夫

 

・
狂
言
﹁
し
び
り
﹂

　

中
村
修
一
、
岡　

聡
史

●
参
加
料

　

一
般
500
円
、
小
中
高
生
無
料

※
本
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
提
示
で
一
般

　

の
人
も
無
料

※
全
席
自
由
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

文
楽
講
座﹁
文
楽
へ
の
扉
﹂

●
と
き
・
会
場

 

・
１
／
29 

（日）　

13
：
00
開
演

山
陽
小
野
田
市
民
館
文
化
ホ
ー
ル

 

・
１
／
29 

（日）　

17
：
30
開
演

山
口
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

●
内
容

①
文
楽
三
業
（
太
夫
・
三
味
線
・
人

　

形
）
の
解
説

②
文
楽
﹁
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
﹂
よ
り

　
《
火
の
見
櫓
の
段
》

③
﹁
夏
祭
浪
花
鑑
﹂
の
お
話

●
出
演

 

・
太
夫　

豊
竹
芳
穂
太
夫

 

・
三
味
線

　

豊
澤
龍
爾
、
鶴
澤
清
公

 

・
人
形

　

吉
田
勘
市
、
桐
竹
紋
臣
、

　

桐
竹
紋
吉
、
吉
田
簑
之

 

・
お
話　

葛
西
聖
司

※
い
ず
れ
も
参
加
無
料

（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
）

石
井
ふ
く
子
名
作
劇
場

﹁
君
は��

ど
こ
に
い
る
の
﹂

●
と
き

 

・
３
／
２ 

（木）　

12
：
30
開
演

 

・
３
／
３ 

（金）　

12
：
30
開
演

●
出
演

　

一
路
真
輝
、
竹
下
景
子
、

　

西
郷
輝
彦
、
い
ま
む
ら
い
づ
み

●
長
門
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

演
劇
の
前
に
石
井
ふ
く
子
先
生
の

　

記
念
講
演
が
あ
り
ま
す

●
入
場
料

 

・
１
階
席　

６
、  

８
０
０
円

 

・
２
階
席　

６
、  

３
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日

 

・
友
の
会　

発
売
中

 

・
一
般　
　

12
／
６
（火）　

10
：
00
〜

※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み

 
・
狂
言
﹁
六
地
蔵
﹂
石
田
幸
雄
、

　

高
野
和
憲
、
月
崎
晴
夫
、

　

岡　

聡
史
、
中
村
修
一

●
入
場
料

 

・
１
階
席　

５
、  

７
０
０
円

 

・
２
階
席　

５
、  
２
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

展
覧
会

画
家
か
ら
の
贈
り
も
の
Ⅱ

ー
新
収
蔵
作
品
よ
り
ー

●
会
期　

開
催
中
〜
１
／
16 

（月）

　

香
月
泰
男
は
、
明
治
44
年
に
三
隅

に
生
ま
れ
、
故
郷
を
愛
し
、
そ
の
地

で
創
作
活
動
を
続
け
た
画
家
で
す
。

　

香
月
の
作
品
は
、
死
後
も
遺
族
に

よ
り
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
２
月
に
２
、
３
０
０

点
を
超
え
る
絵
画
作
品
、
資
料
類
が

長
門
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
寄
贈
作
品
の
中
か
ら
、

香
月
が
晩
年
に
描
い
た
海
外
の
風
景

や
、
香
月
が
収
集
し
た
ル
オ
ー
、
ミ

ロ
の
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

●�

開
館
時
間　

９
：
00
〜
17
：
00

※
入
館
は
16
：
30
ま
で

●�

休
館
日　

火
曜
日

●�

入
館
料　

一
般　
　
　

500
円

　
　
　
　
　

小
中
高
生　

200
円

※
市
内
在
住
者
は
、
住
所
の
分
か
る

祖
父

●�

今
月
の
一
点　

展
示
作
品
の
中
か

ら
注
目
の
一
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
作
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
香
月

泰
男
の
祖
父
・
春
齢
で
す
。
春
齢
は

医
者
で
あ
り
、
三
隅
村
長
を
務
め
た

厳
格
な
人
物
で
し
た
。
香
月
は
幼
少

期
に
父
母
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
と

な
り
、
こ
の
祖
父
に
厳
し
く
育
て
ら

れ
ま
し
た
。

　

本
作
の
制
作
年
は
不
明
で
す
が
、

ゴ
ッ
ホ
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
描
き

方
か
ら
、
香
月
が
東
京
美
術
学
校

（
現
東
京
藝
術
大
学
）の
学
生
時
代
に

描
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

担
当
学
芸
員
が
展
覧
会
を
案
内
し

ま
す
。

●
日
時　

12
／
25 

（日）　

11
：
00
〜

※
事
前
申
込
不
要

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

創
立
15
周
年
記
念
公
演

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」

●
と
き　

12
／
18 

（日）

・
午
前
の
部　

11
：
00
開
演

・
午
後
の
部　

14
：
00
開
演

●
入
場
料

・
一
般　

１
、
３
０
０
円

・
高
校
生
以
下　
　

700
円

 

・ 

小
学
生
未
満　

無
料（
要
整
理
券
）

※
全
席
自
由
・
税
込

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

発
売
中

油
谷
太
鼓
大
見
世

　

舞
太
鼓
あ
す
か
組
の
メ
ン
バ
ー
６

人
が
、
和
太
鼓
の
力
強
さ
に
日
本
舞

踊
の
持
つ
優
雅
な
フ
ォ
ー
ム
を
融
合

さ
せ
た
ス
タ
イ
ル
で
、
日
本
の
美
を

再
認
識
さ
せ
る
舞
台
を
繰
り
広
げ
ま

す
。
市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
和
太

鼓
鼓
波
会
も
華
を
添
え
ま
す
。

●
と
き　

１
／
15 

（日）　

14
：
00
開
演

●
入
場
料

　

一
般　

３
、
０
０
０
円

※
小
学
生
以
下
無
料

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

発
売
中

　

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提

　

示
す
る
と
、
無
料
入
館
で
き
ま
す

な
が
と
絵
画
ク
ラ
ブ

第
30
回
絵
画
展

■
会
期　

12
／
８ 

（木）
〜
11 

（日）

９
：
00
〜
17
：
00

■ 

場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
文
化
情

報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■ 

入
場
料　

無
料

■ 

内
容　

ク
ラ
ブ
員
約
20
人
が
描
い

た
今
年
の
作
品
約
70
点
を
展
示

■�

問
い
合
わ
せ

　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と℡

26
‐
６
０
０
１

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切

※
開
催
館
・
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
主
催

15
：
30
開
演

●
入
場
料　

２
、  

５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

※
３
歳
未
満
ひ
ざ
上
鑑
賞
無
料

（
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
）

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

    高校・一般男子の部、中学・高校女子の部（全20.53km）
第１区（4.26km） 通 大 湊 交 差 点 〜 海上レストラン紫津浦前
第２区（3.00km） 海上レストラン紫津浦前 〜 大 日 比 公 会 堂 前
第３区（2.51km） 大 日 比 公 会 堂 前 〜 大 泊 新 谷 宅 前 広 場
第４区（3.76km） 大 泊 新 谷 宅 前 広 場 〜 立 正 佼 成 会 前
第５区（2.90km） 立 正 佼 成 会 前 〜 宮 尾 医 院 前 
第６区（4.10km） 宮 尾 医 院 前 〜 市 役 所 南 側 駐 車 場

長
門
市
民
駅
伝

大
会
参
加
者
募
集

    一般女子、小学生の部（全10.64km）
第１区（1.74km） 八 坂 神 社 前 〜 岡 本 産 業 前
第２区（1.90km） 岡 本 産 業 前 〜 立 正 佼 成 会 前
第３区（1.50km） 立 正 佼 成 会 前 〜 友 愛 荘 前
第４区（1.40km） 友 愛 荘 前 〜 宮 尾 医 院 前
第５区（1.85km） 宮 尾 医 院 前 〜 田 屋 公 会 堂 前
第６区（2.25km） 田 屋 公 会 堂 前 〜 市 役 所 南 側 駐 車 場
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118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
jcg7senzakikotsu2-4k7w@mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

10月 3 0 3 3

平成28年計 10 1 12 8

27年同時期 5 1 9 4

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

年
末
年
始
の
安
全
総
点
検
!

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
平
成
28
年
12
月
10
日

（土）
か
ら
平
成
29
年
１
月
10
日
（火）
ま
で
の
間
、

「
年
末
年
始
特
別
警
戒
お
よ
び
安
全
指
導
」

を
実
施
し
ま
す
。
仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、

次
の
こ
と
を
重
点
に
特
別
警
戒
お
よ
び
安
全

指
導
を
実
施
し
ま
す
。

●
不
審
事
象
の
認
知
時
お
よ
び
事
件
・
事
故

　

発
生
時
に
お
け
る
当
庁
へ
の
通
報
体
制
の

　

確
保
お
よ
び
通
報
の
徹
底

●
不
審
物
・
不
審
者
へ
の
警
戒
の
徹
底

●
安
全
運
航
の
徹
底

●
乗
船
者
の
海
中
転
落
事
故
防
止
対
策
の
徹
底

●
船
内
に
お
け
る
暴
力
、
窃
盗
等
犯
罪
の
未

　

然
防
止
の
徹
底

●
旅
客
船
を
対
象
と
し
た
テ
ロ
警
戒
の
徹
底

アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）
・「長ぐつをはいたねこ」（35分）

12／３（土）13：30～　
・「白雪姫」（83分）

12／24（土）13：30～　

定例行事  ＊はおはなしのへや
・としょかんひなのかい＊

 12 /２（金）10：30 ～　 
・かみしばい ＊
 12 /３（土）・17（土）15：00 ～　

・さっちゃんのかみしばい ＊
 12 /17（土）11：00 ～　 

・おはなしポケット＊
12 /10（土） 15：00 ～　

・絵本を楽しむ会＊     
 12 /15（木） 10：30 ～　

・たまごの会＊
12 /16（金） 10：30 ～　

・おはなしの会＊
12 /24（土） 15：00 ～　

・長門読書会（研修室）
 12 /24（土） 14：00 ～　

・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 12 /10（土）  15：30 ～　

 ・ゆりかご（ゆや分館）
12 /20（火） 15：00 ～　

移動図書館車
ぐるブック号運行中！
　Ａコース（通・三隅方面）

12 / １（木）・15（木）
　Ｂコース（深川湯本・俵山方面）

12/14（水）・28（水）
　Ｃコース（日置・油谷方面）

　 12 / ９（金）
今月のオススメ本

『望み』雫井脩介著／
KADOKAWA刊

　高校一年生の息子、規士が2日
経っても帰らず、連絡すら途絶えて
しまった。心配していた矢先、息子
の友人が複数人によって殺害された
ニュースが飛び込んできて胸騒ぎを
覚える。行方不明３人。そのうち犯
人だとみられる少年2人は逃走中。

息子は犯人なのか、それとも…。

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

本
館
は
、
12
月
29
日
（木）
か
ら
１
月
４
日
（水）

ま
で
、
分
館
は
12
月
29
日
（木）
か
ら
１
月
３
日

（火）
ま
で
休
館
し
ま
す
。

天
皇
誕
生
日
は
分
館
の
み
開
館
し
ま
す

　

12
月
23
日 

（金）
は
天
皇
誕
生
日
の
祝
日
で

す
が
、
分
館
の
み
９
時
か
ら
17
時
ま
で
開
館

し
ま
す
。

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト

　

12
月
の
恒
例
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
「
ハ

ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」。
今
年
も
天
使
の

ひ
び
き
の
皆
さ
ん
が
き
れ
い
な
音
色
を
奏
で

ま
す
。

●
日
時　

12
／
17 

（土）　

13
時
30
分
〜
14
時

●
場
所　

絵
本
コ
ー
ナ
ー
付
近

本
の
装
備
講
座

　

お
気
に
入
り
の
本
に
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム

を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
・
定
員　

平
成
29
年
１
／
14 

（土）

　

①
10
時
〜
11
時
30
分（
小
学
生
対
象
10
名
）

　

②
14
時
〜
15
時
30
分
（
一
般
対
象
10
名
）

●
持
参
物　

装
備
を
す
る
本
（
３
冊
程
度
）・

　

は
さ
み
・
も
の
さ
し（
30 

cm
）・
筆
記
用
具

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
期
間　

12
／
13 

（火）
〜
12
／
28 

（水）

映
画
上
映
会
（
入
場
無
料
）
の
お
知
ら
せ

●
上
映
タ
イ
ト
ル

①
ア
ラ
バ
マ
物
語

　
（
129
分
／
音
声
：
英
語
・
字
幕
：
日
本
語
）

②
花
の
誇
り
（
87
分
）

●
上
映
期
間
・
時
間　

12
／
14 

（水）
〜
18 

（日）

日
程

ア
ラ
バ
マ
物
語

花
の
誇
り

10
時
〜

12
／
14
・
16
・
18

12
／
15
・
17

14
時
〜

12
／
15
・
17

12
／
14
・
16
・
18

☆
新
着
案
内
☆
（
一
部
）

（
本
館
） 『
料
理
通
異
聞
』
松
井
今
朝
子
、『
私

の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
』
林
真
理
子　

ほ
か

（
分
館
） 『
税
金
亡
命
』
佐
藤
弘
幸
、『
愚
者

の
連
鎖
』
堂
場
瞬
一　

ほ
か

Let’ s Go      To The     Library !

Let’ s Go      To The     Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www2.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv

‐12 月の休館日‐
 本　　館　 5(月 )・7(水 )・12(月)・19(月)・
 　　 23（金）・26(月)・29（木）～31(土 )
 ゆや分館　  ５(月 )・7(水 )・12( 月 )・19(月)・

26(月)・29（木）～31(土 )

222016.12.1

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象

　

平
成
25
年
11
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

12
／
27 

（火）

受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

健
康
相
談

　

生
活
習
慣
病
な
ど
健
康
に
関
す
る

相
談
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
体
脂

肪
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

成
人

●
日
時
／
場
所

・
毎
週
木
曜
日　

９
：
00
〜
11
：
30

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
12
／
７ 

（水）　

９
：
30
〜
11
：
00

相 

談

教 

室
（
要
予
約
）

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象

　

平
成
27
年
５
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

12
／
14 

（水）

受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

育
児
相
談

　

身
体
測
定
や
発
育
・
発
達
・
栄
養

チ
ェ
ッ
ク
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
／
場
所

・
12
／
２ 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
９ 

（金）　

10
：
00
〜
11
：
30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
16 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

禁
煙
相
談（
要
予
約
）

●
日
時
／
場
所

　

12
／
13 

（火）　

13
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

健
康
診
査

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

乳
児
健
康
診
査（
要
予
約
）

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク  

℡
22
‐
２
７
１
７

●
１
ヵ
月
児（
28
日
以
降
）・

　

３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   

・
月
〜
水
・
金
曜
日

休
日
総
合
健
診

● 

受
付
日
時

　

12
／
４ 

（日）　

７
：
30
〜
11
：
00

※
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
は

８
：
30
〜
10
：
00

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　

す
べ
て
の
が
ん
検
診
と
特
定
健
診

※
胃
・
乳
が
ん
検
診
の
み
要
予
約

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

検 

診

健
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

●
日
時
（
全
３
課
）

・
12
／
６ 

（火）　

10
：
00
〜
14
：
00

・
12
／
13 

（火）　

13
：
30
〜
16
：
00

・
12
／
20 

（火）　

10
：
00
〜
13
：
00

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

心
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

●
日
時
／
場
所

　

12
／
20 

（火）　

14
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

・
12
／
21 

（水）　

９
：
30
〜
11
：
30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

川
尻
老
人
憩
い
の
家

　
　
　
　
　
　

９
：
30
〜
11
：
30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
８ 

（木）　

９
：
00
〜
11
：
30

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
12 

（月）　

９
：
30
〜
11
：
00

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

・
12
／
16 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
12
／
20 

（火）　

９
：
30
〜
11
：
00

向
津
具
公
民
館

８
：
30
〜
17
：
00

・
木
・
土
曜
日　

８
：
30
〜
12
：
00

長
門
総
合
病
院　

℡
22
‐
２
２
２
０

● 

１
ヵ
月
児
健
康
診
査（
28
日
以
降
）

　

毎
週
月
曜
日
（
時
間
は
問
い
合
わ

　

せ
て
く
だ
さ
い
）

● 

３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）

　

毎
週
火
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査 

　

毎
週
木
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

● 
必
要
な
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

・
乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票

親
子
の
た
め
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

※
０
歳
か
ら
入
場
で
き
ま
す

●
と
き　

３
／
５
（日）　

14
：
00
開
演

●
内
容　

音
楽
の
お
く
り
も
の

●
出
演　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

デ
ィ
ヴ
ェ
ル
タ
ー
ズ

●
入
場
料
（
全
席
指
定
・
税
込
）

 

・
高
校
生
以
上　

１
、  

５
０
０
円

 

・
３
歳
〜
中
学
生　

500
円

※
３
歳
未
満
ひ
ざ
上
鑑
賞
無
料

（
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
）

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

12
／
３
（土）　

10
：
00
〜

※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み

※
休
館
日　

12
／
５
（月）
・
年
末
年
始



　　

長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119

西消防署 ℡ 32-1230

火災時の問い合わせ

 ℡ 22-1414

ホームページ

http://www.city.nagato.yamaguchi.

jp/̃shobo/

火災救急
件数［10月］
（　）内は今年累計

火

災

救
急

建　物
2（4）

林　野
０（0）

車　両
0（1）

船　舶
０（0）

その他
1（9）

156
（1,556）

合　計
3（14）

2016.12.1 2425

　

長
門
市
で
は
最
近
、
野
焼
き
行

為
に
よ
る
「
そ
の
他
火
災
」
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
野
焼
き
行
為
は

例
外
行
為
を
除
き
、
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
外
で
家
庭
ご
み
な
ど

を
焼
却
す
る
と
、
廃
棄
物
処
理
法

に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
焼
却
す
る
際
は
市
生
活
環
境

課
（
℡
23
‐
１
２
４
９
）
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
へ
の
電
話
連
絡
は
、
煙

を
火
災
と
間
違
え
て
通
報
さ
れ
る

人
に
対
応
す
る
た
め
で
、
焼
却
に

対
す
る
許
可
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
例
外
行
為
（
一
例
）

 

・
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

　

行
事
を
行
う
た
め
必
要
な
行
為

 

・
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

　

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

　

と
し
て
行
う
行
為

 

・
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

　

む
上
で
通
常
行
う
行
為

※
野
焼
き
禁
止
の
例
外
行
為
で

　

あ
っ
て
も
、
生
活
環
境
上
支
障

　

を
与
え
る
も
の
ま
た
は
火
災
危

　

険
が
あ
る
場
合
は
中
止
さ
せ
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す

野
焼
き
は
禁
止
！

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
の
出
前
講

座
や
記
録
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

推
進
委
員
の
中
に
は
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
普
及
審
判
員

ま
た
は
推
進
員
の
資
格
を
持
っ
た

人
が
い
ま
す
。
そ
の
立
ち
合
い
の

も
と
、
競
技
記
録
を
と
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
推
進
本
部

（
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）

に
申
請
す
る
と
、
日
本
全
国
の
記

録
が
集
計
さ
れ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
「
全
国

い
つ
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー

ム
大
会
」
で
す
。

　

今
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
ス
ポ

少
祭
り
で
「
む
か
で
タ
イ
ム
レ
ー

ス
・
10
」
の
記
録
を
申
請
し
た
と

こ
ろ
、
８
月
の
月
間
ラ
ン
キ
ン
グ

の
２
位
に
深
川
野
球
Ａ
、
３
位
に

長
門
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
４
位
に
向

陽
塁
球
軍
団
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま

し
た
。
こ
の
記
録
は
日
本
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.recreation.

or.jp

）
で
公
開
さ
れ
、
年
度
末
に

は
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
も
発
表
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
楽
し
む
だ
け
で

な
く
、
全
国
の
仲
間
と
記
録
を
競

う
こ
と
も
で
き
る
の
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
で
す
。
出
前
講

座
の
申
請
は
長
門
市
教
育
委
員
会

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

来
年
も
、
推
進
委
員
は
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
提
供
し
て
い
き
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
血
圧
を
予
防
し
よ
う
！

〜
血
管
を
し
な
や
か
に
保
つ
た
め
に
〜

め
ざ
せ
、健
康
長
寿

健康メモ

み
ん
な
の
元
気
が 

な
が
と
の
元
気

No.44

はじめよう！
　あなたの
　　健康づくり

長門市保健センター
℡ 23-1133

こ
ん
に
ち
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５▲「むかでタイムレース・10」に挑戦

　

長
門
市
と
下
関
市
の
ホ
タ
ル
や

花
、
温
泉
施
設
の
関
係
者
で
構
成
さ

れ
る
「
木
屋
川
源
流
ほ
た
る
と
花
の

会
」
で
は
、
長
門
市
の
長
門
湯
本
温

泉
・
俵
山
温
泉
・
油
谷
湾
温
泉
と
、

下
関
市
の
一
の
俣
温
泉
、
西
ノ
市
温

泉
の
５
つ
の
名
湯
を
め
ぐ
る「
下
関
・

長
門
名
湯
め
ぐ
り
」
切
符
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
温
泉
切
符
は
、
５
施
設
の
温

泉
に
入
浴
で
き
る
お
得
な
５
枚
綴
り

の
切
符
で
す
。
５
施
設
の
入
浴
料
金

は
総
額
４
、２
９
０
円
で
す
が
、
約

40
％
オ
フ
の
２
、５
０
０
円
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

販
売
は
平
成
29
年
３
月
５
日
ま

で
、
利
用
期
間
は
同
年
３
月
20
日
ま

で
で
す
。
巡
っ
た
施
設
の
ス
タ
ン
プ

を
３
つ
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選

で
両
市
の
特
産
品
が
当
た
る
ダ
ブ
ル

チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
！

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
長
門
・
下
関

両
市
の
名
湯
、
秘
湯
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

■
利
用
施
設

《
長
門
市
》

 

・
油
谷
湾
温
泉　

ホ
テ
ル
楊
貴
館

℡
32
‐
１
２
３
４

 

・
俵
山
温
泉　

白
猿
の
湯

℡
29
‐
０
０
３
６

 

・
長
門
湯
本
温
泉　

山
村
別
館

℡
25
‐
３
０
１
１

お
得
な
温
泉
切
符 

販
売
中

長
門
・
下
関 

名
湯
め
ぐ
り

▲長門湯本温泉
　（山村別館）

　
「
血
圧
」
は
、
心
臓
が
全
身
に
血

液
を
送
り
出
す
と
き
に
、
血
液
が
血

管
の
壁
を
押
す
圧
力
の
こ
と
で
す
。

こ
の
力
が
正
常
な
範
囲
を
超
え
て
強

く
な
り
、
血
管
に
負
担
が
か
か
っ
て

し
ま
う
状
態
が
「
高
血
圧
」
で
す
。

《
高
血
圧
を
放
っ
て
お
く
と
…
》

　

高
血
圧
特
有
の
自
覚
症
状
は
ほ
と

ん
ど
な
い
た
め
、
放
置
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
高
血
圧
状
態
が
続
く

と
血
管
壁
に
過
度
の
負
担
が
か
か

り
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳
卒

 「
全
国
い
つ
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
大
会
」

《
下
関
市
》

 

・
一
の
俣
温
泉　

観
光
ホ
テ
ル

　

℡
０
８
３
‐
７
６
８
‐
０
１
１
１

 

・
西
ノ
市
温
泉　

蛍
の
湯

　

℡
０
８
３
‐
７
６
７
‐
０
２
４
１

※
利
用
は
各
施
設
１
回
限
り
で
す

※
場
所
や
利
用
時
間
な
ど
詳
細
は
各

　

施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
温
泉
切
符
は
利
用
施
設
で
販
売
し

　

て
い
ま
す

■
販
売
期
間

　

販
売
中
〜
平
成
29
年
３
／
５
（日）

■
利
用
期
限

　

平
成
29
年
３
／
20 

（月）

※
年
末
年
始
の
12
／
28 

（水）
〜
１
／
４

　

（水）
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

▲俵山温泉
　（白猿の湯）

▲油谷湾温泉
　（ホテル楊貴館）

中
や
心
筋
梗
塞
、
腎
臓
病
や
認
知
症

な
ど
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

高
血
圧
の
原
因
は
、
体
質
や
遺
伝

の
影
響
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
が

深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣

の
見
直
し
が
予
防
や
早
期
の
治
療
に

つ
な
が
る
た
め
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

《
高
血
圧
を
予
防
す
る

生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト
》

○
食
事
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

 

・
塩
分
を
控
え
る
（
塩
辛
や
漬
物
、

　

加
工
食
品
な
ど
塩
分
が
多
い
食
品

　

を
控
え
る
、
麺
類
の
ス
ー
プ
は
残

　

す
、「
か
け
し
ょ
う
ゆ
」
よ
り
「
つ

　

け
し
ょ
う
ゆ
」
に
す
る
、
薬
味
・

　

香
辛
料
な
ど
を
上
手
に
利
用
す
る

　

な
ど
）

 

・
野
菜
や
果
物
を
と
る

 

・
１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

　

を
心
掛
け
る

○
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

 

・
週
３
回
、
１
日
30
分
程
度
（
10
分

　

を
３
回
で
も
）
の
有
酸
素
運
動

　
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
）を
続
け
る

○
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し

　
ま
し
ょ
う

 

・
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を
と
り
、
自

　

分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見

　

つ
け
る
な
ど
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を

　

た
め
な
い
よ
う
に
す
る

○
禁
煙
し
ま
し
ょ
う

○
適
度
な
飲
酒
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

 

・
長
期
多
量
飲
酒
は
避
け
、
週
に
１

　

〜
２
日
は
休
肝
日
を
作
る

　

日
頃
か
ら
血
圧
を
測
り
、
自
分
の

血
圧
を
知
る
と
と
も
に
、
血
圧
が
高

く
続
く
よ
う
な
ら
早
め
に
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
次
回
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に

　

つ
い
て
掲
載
し
ま
す

　急激な温度差は、一気
に血圧を上昇させます。
トイレや脱衣所などを暖
かくして家の中での温度
差をなくし、お風呂の湯
は 40℃くらい、つかる
のは 10 分を目安にしま
しょう。

冬場は要注意！
「ヒートショック」



１ 木

２ 金

３ 土
障害者週間（9日まで）

４ 日
人権週間（10日まで）
●大津あきら杯県内選抜歌謡コンクール／ルネッサながと／10時～・13時～

５ 月

６ 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）

７ 水
●商工会議所・商工会合同なんでも相談会／長門商工会議所／10時～15時
●街頭献血／フジ長門店／10時～・13時15分～

８ 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）　
●ながと絵画クラブ第30回絵画展／ルネッサながと文化情報ギャラリー／9時～17時／12月11日（日）まで

９ 金
　　

10 土 人権デー
●TAO 2016／ルネッサながと／14時～

11 日 ●TAO 2016／ルネッサながと／12時～・16時～
●認知症市民公開講座／長門市中央公民館／9時45分～

12 月 上下水道使用料納期限（三隅・俵山・東深川・西深川・深川湯本・渋木・真木地区）
●行政相談／日置支所／10時～12時

13
火

●行政相談／三隅支所／10時～12時　●行政相談／ラポールゆや／10時～12時　●禁煙相談／長門健康福祉セン
ター／13時～16時／要予約（℡22-2811）●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡
0838-24-0500）

14 水

15
木

日露首脳会談　●発達クリニック／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約（℡23-1136）　
●骨の健康づくり相談日／長門健康福祉センター／9時30分～・13時～　
●よろず支援拠点の市役所出張相談会／長門市中央公民館／要予約（℡23-1136）

16 金 ●ウォーキングで健康づくり／長門市保健センター／9時30分～11時30分／要申込（℡37-2193）
●やまぐち地域就職説明会／ルネッサながと／13時30分～16時

17 土 ●こころの健康づくり講演会／長門市地域医療連携支援センター／10時～11時40分／要申込（℡37-2193）
●発達障害支援啓発講演会「過ごしやすい環境づくり」／三隅保健センター／13時30分～15時30分

18 日
●油谷こどもミュージカル創立15周年記念公演／ラポールゆや／11時～・14時～　●第11回和太鼓ワークショッ
プ／ルネッサながと／13時～　●コール・チュラカーギ第32回定期演奏会／長門市中央公民館／14時～　

19 月 ながと食の日　
●お酒に関する困りごと相談／長門健康福祉センター／15時～16時／要申込（℡22-2811）　

20 火 ●心の健康相談／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）

21 水 ●人権・行政相談／市役所本庁市民相談室／10時～12時　　　

22 木 ●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）　

23 金 天皇誕生日
●たこ作り教室／仙崎公民館／9時～11時30分／要申込（℡23-1173）　

24 土 ●米村でんじろうおもしろサイエンスショー／ルネッサながと／13時～・15時30分～

25 日 ●学芸員のギャラリートーク／香月泰男美術館／11時～

26 月 ながと生涯学習の日
固定資産税3期納期　　

27 火 ●骨髄バンク登録受付・Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約（℡22-2811）
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）

28 水 ●公務納め　
●無料法律相談／市役所本庁市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1299）　

29 木
30 金
31 土
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毎月19日は「ながと食の日」

栄養価（１人分）
エネルギー…359kcal
たんぱく質…22.2g
脂質　　　…21.0g
炭水化物　…17.2g
塩分相当量…1.2g

ほっちゃテレビ放送予定
12／16（金）・18（日）

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

■食事バランスガイド

消費者トラブルＱ＆Ａ

クレジットカードの利用明細に、覚えの
ない 6万円の請求があった。調べてみる
と自分が以前使用していた古いスマート

フォンで、小学生の子どもがオンラインゲームで
遊び、ゲーム内のアイテムを購入していたことが
わかった。また、クレジットカードの情報もその
スマートフォンに残っていたようだ。通信契約も
していないスマートフォンだが、支払わなければ
いけないのか。

スマートフォンは、通信契約を解約した
後も自宅や飲食店のWi-Fi（無線 LAN）

環境などを経由してインターネットにつながるこ
とがあります。また、使用していないスマートフォ
ンでも、インターネットにつながると簡単にクレ
ジット決済ができることがあります。
　民法上は親など法定代理人の同意のない未成年
者の契約は取り消すことができますが、クレジッ
トカードの管理責任を問われたり、オンライン
ゲームに登録するときに成年と嘘をついた場合
は、未成年者取消権の例外となり、取り消すこと
ができなくなります。トラブルを防ぐためには、
まず親子で話し合い、ゲームの仕組みや料金体系、
決済方法などをお互いに理解し、遊び方やルール
を決めることも重要です。

子どものオンラインゲームでのトラブルに注意

Ｑ

Ａ

問い合わせ　長門市消費生活センター　　℡ 23-1115
　　　　　　山口県消費生活センター  ℡ 083-924-0999

作り方
※オーブンは 200℃に予熱しておく
①  さつまいも・りんご・しいたけは 1cm角に切る。さつまいもは、耐熱皿に入れラップをし、
500Wで 2分、電子レンジにかける
② たまねぎはみじん切りにする
③ 合いびき肉にＡの材料を入れ、混ぜる
④ ①②③を一緒に混ぜ合わせ、バターを薄く塗った耐熱容器に入れて平らにならす
⑤ ④にとろけるチーズをのせて、200℃で 15 ～ 20 分焼き、火が通ったら完成

食推おすすめ料理

材　料（4人分）

長門市食生活改善推進協議会

ワンポイントアドバイス
見た目も豪華です。クリスマスやパーティーにいかがですか。

さつまいも  …150g
合いびき肉  …300g
りんご  …1/4 個
しいたけ　　　　   …4 枚
たまねぎ　　　　   …1/2 個

さつまいもとりんごのひき肉チーズ焼き  
～オーブンを使ったお手軽イベントメニュー～

　　塩  …小さじ 1/2
　　こしょう  …少々
　　ナツメグ  …少々
　　卵　　　　　　…1個

　バター　　　　　…大さじ 1
　とろけるチーズ　…80g

12 月のカレンダー 2016 December 12

Ａ

●イベント　●相談・健診

地　区 道路部分 宅地部分

長門地区 水道課　℡ 23-1171
℡ 22-2111*

㈲天満水道
℡ 26-0024

三隅地区 三隅支所  
℡ 43-0221

田村建材㈱℡22-2036
℡ 080-2924-4617*

日置地区 日置支所
 ℡ 37-2111

㈲安田建材℡32-1217
℡ 090-1013-6036*

油谷地区 油谷支所  
℡ 32-1111

㈲おきた
℡ 32-1034

水道修繕当番店（12月） * は休日・夜間

長門市応急診療所
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年
　始9時～正午・13時～17時（受付は診療終了30分前まで）

休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ
月／日 曜 当　番　病　院 電話番号

12 ／ 4 日
長門市応急診療所 27-0199
長門総合病院 22-2220

12 ／11 日
長門市応急診療所 27-0199
岡田病院 23-0033

12 ／ 18 日
長門市応急診療所 27-0199
斎木病院 26-1211

12 ／ 23 金
長門市応急診療所 27-0199
長門総合病院 22-2220

12 ／ 25 日
長門市応急診療所 27-0199
岡田病院 23-0033

12 ／30 金
長門市応急診療所 27-0199
斎木病院 26-1211

12 ／ 31 土
長門市応急診療所 27-0199
長門総合病院 22-2220

１／１ 日
長門市応急診療所 27-0199
岡田病院 23-0033

１／２ 月
長門市応急診療所 27-0199
斎木病院 26-1211

１／３ 火
長門市応急診療所 27-0199
長門総合病院 22-2220
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11
月
６
日
（日）
、
第
48
回
俵
山
地
区
民

文
化
産
業
祭
が
俵
山
小
学
校
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

俵
山
小
体
育
館
で
行
わ
れ
た
演
芸
発

表
に
は
俵
山
幼
児
園
か
ら
俵
山
小
学

校
、
深
川
中
学
校
、
地
域
で
活
動
す
る

生
涯
学
習
団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

が
出
演
。
俵
山
小
1
年
生
か
ら
3
年
生

は
ミ
ニ
歌
舞
伎
「
知
ら
ざ
ぁ
い
っ
て
き

か
せ
や
し
ょ
う
」
に
挑
戦
し
、
歌
舞
伎

の
一
場
面
を
堂
々
と
演
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
俵
山
中
体
育
館
周
辺
で
は

バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、
名
物
の
し
し
鍋
や

地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
買
い
求
め
る

人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

表
紙
の
説
明

第
48
回
俵
山
地
区
民
文
化
産
業
祭

ミ
ニ
歌
舞
伎
に
挑
戦
！

編
集
後
記

長門市のDATA
〔平成28年11月１日〕

人　口 35,660 人 ( -54)
　　男 16,528 人 ( -21)
　　女 19,132 人 ( -33)
世帯数 16,190 世帯 ( -17)

( ) 内は先月比

〔10月分〕 出生 9 人 死亡 58 人
 転入 　48人 転出  53 人

▲地元産野菜やうどんなど、バザーも賑わいを見せた
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日
露
首
脳
会
談
の
開
催
が
決
定
し

て
か
ら
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
長
門

市
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
市
内
で
も
着
々
と
歓
迎
ム
ー
ド

を
高
め
る
取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
▼

私
も
ロ
シ
ア
の
家
庭
料
理
「
ピ
ロ
シ

キ
」
作
り
教
室
に
参
加
し
た
り
、
通

大
越
の
浜
に
あ
る
日
露
戦
争
で
亡
く

な
っ
た
兵
士
の
墓
碑
を
何
度
も
訪
ね

た
り
、
使
う
機
会
が
あ
る
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
ロ
シ
ア
語
の
「
こ
ん

に
ち
は
」
は
な
ん
だ
ろ
う
、
と
調
べ

て
み
た
り
も
し
ま
し
た
▼
こ
の
絶
好

の
機
会
、
は
じ
め
て
長
門
の
名
を
聞

く
皆
さ
ん
に
は
何
を
発
信
す
れ
ば
い

い
の
か
と
、
ま
ち
の
魅
力
と
再
び
向

き
合
う
こ
と
も
。ロ
シ
ア
を
知
っ
て
、

長
門
を
学
ん
で
。
ま
た
一
つ
、
世
界

が
広
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。


